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7.10 植物 

7.10.1 調査概要 

当該処分場は平成 14 年 7 月より稼動しており、埋立てする区域は既に裸地化してい

ることから、調査範囲を事業計画地から周囲に概ね 500ｍ拡げ、事業計画地及びその周

辺における植物相（シダ植物、種子植物）、植物群落、蘚苔類、地衣類、藻類、菌類に

ついて調査を実施した。 

また、調査方法及び調査期間は表 7-10-1 に、調査位置は図 7-10-1～図 7-10-3 に示

すとおりである。 

 

表 7-10-1 植物調査概要 

調査項目 調査方法 調査位置 調査期間 備考 

植物相 

（シダ植物、 

種子植物） 

・目視確認 1) 事業計画地及び

その周辺 

植物群落 ・植物社会学的植

生調査法 2) 

事業計画地及び

その周辺 
（30 地点） 

平成 17年 10 月 17 日～20 日（秋季）， 

平成 18 年 5 月 30 日～31 日（春季）， 

平成 18 年 7 月 26 日～27 日（夏季） 

調査位置 
図 7-10-1

植生分布調査 航空写真や既存

の植生区分図等

の文献と現地踏

査により明らか

になった現況植

生を照合し、概略

の植生区分図を

作成する。 

－ － － 

蘚苔類 

地衣類 

藻類 

事業計画地及び

その周辺 

（10 地点） 

平成 18 年 4 月 28 日～29 日 3) 調査位置 
図 7-10-2

菌類 

・目視確認 1) 

事業計画地及び

その周辺 

平成 17 年 10 月～平成 18 年 9 月 4) 調査位置 
図 7-10-3

注）1.調査範囲を任意に踏査し、確認した種を記録する。現場での同定が困難なもの等についてはサン

プルを持ち帰り同定を行う。 

2.植生の状況を把握するための手法の 1 つである。実際には、一辺が 1～20m 程度の方形枠を現地に

設定し、枠内に出現する全ての種について、その被度及び群度を記録する。なお、被度とは、植

物体地上部の地表面に対する、各種の広がりの度合いを 6 階級に区分したものであり、群度とは、

植物の群生の状態を示す尺度を 5 段階に評価するものである。 

被度および群度の基準は、以下に示すとおりである。 

【被度】 

5：調査面積の 3/4 以上を覆う。個体数は任意。 

4：調査面積の 1/2～3/4 を覆う。個体数は任意。 

3：調査面積の 1/4～1/2 を覆う。個体数は任意。 

2：調査面積の 1/10～1/4 を覆う。あるいは個体数が多い。 

1：個体数は多いが植被率が低い。あるいは散生するが植被率が高い（ただし、植被率は 1/10

以下） 

+：植被率は低く、散生。 

【群度】 

5：枝葉が相互に接触して全面を覆う。 

4：群度 5 の状態に穴があいている。または他種が穴の部分に生育している。 

3：まばら状に生育している。 

2：小群状に生育している。 

1：単独で生育している。 

3. 事前調査（平成 18 年 3 月 14 日実施）で確認した種も調査結果に含めた。 

4. 事前調査（平成 17 年 7 月 28 日実施）で確認した種も調査結果に含めた。 
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図 7-10-1 植物調査位置図 
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図 7-10-2 蘚苔類･地衣類･藻類調査位置図
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図 7-10-3 菌類調査位置図 
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7.10.2 調査結果 

（1）植物相 

事業計画地及びその周辺で確認された植物相は表 7-10-2 に、確認種一覧は表

7-10-3(1)～表 7-10-3(11)に示すとおりである。 

確認された植物は、事業計画地内では 99 科 303 種、事業計画地外では 123 科 523 種で

あり、合計は 125 科 564 種であった。科別にみると、イネ科の種数が最も多く、次いで

キク科、バラ科が多くなっていた。 

本調査地は海抜約 250ｍ～640ｍの山地であり、山地部のほとんどが二次林で占められ、

アカマツ林、コナラやアベマキを主とする落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林及びモウソ

ウチク林があり、アカマツ林及びスギ・ヒノキ植林の占める割合が高い。調査範囲の南

側と北側の平地部には住宅地を中心に水田、畑等の耕作地がみられ、放棄された耕作地

にはススキ、ネザサ等からなる二次草地がみられる。また、開放水域として、事業計画

地内に調整池、調査範囲の北側に北東方向と西方向に流れる小河川がある。 

植生帯としてはヤブツバキクラス域に属し、山地林内にはヒサカキ、シキミ、ベニシ

ダ、フモトシダ、キヅタ、ヤブコウジ、テイカカズラ等のヤブツバキクラスを特徴づけ

る種群が広く分布していた。 

 

表 7-10-2 植物相調査結果 

事業計画地内 事業計画地外 合計注 1) 
分   類 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 

シ ダ 植 物 16 34 18 53 18 57 

裸子植物 5 5 6 8 6 8 

離弁花類 50 138 57 222 59 238 双子葉 

植物 合弁花類 20 72 27 129 27 135 

種
子
植
物 

被
子
植
物 単子葉植物 8 54 15 111 15 126 

合   計 99 303 123 523 125 564 

注 1）合計は総科数及び総種数であり、事業計画地内と事業計画地外の和と一致しない。 

 



7-204 

 

 

表 7-10-3(1) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

1 シダ植物 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ科 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ Lycopodium clavatum ●

2 ﾄｳｹﾞｼﾊﾞ Lycopodium serratum ● ●

3 ｲﾜﾋﾊﾞ科 ﾋﾒｸﾗﾏｺﾞｹ Selaginella heterostachys ●

4 ｸﾗﾏｺﾞｹ Selaginella remotifolia ● ●

5 ﾄｸｻ科 ｽｷﾞﾅ Equisetum arvense ● ●

6 ｾﾞﾝﾏｲ科 ｾﾞﾝﾏｲ Osmunda japonica ● ●

7 ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ科 ｵｵｷｼﾞﾉｵ Plagiogyria euphlebia ●

8 ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ Plagiogyria japonica ● ●

9 ｳﾗｼﾞﾛ科 ｺｼﾀﾞ Dicranopteris linearis ● ●

10 ｳﾗｼﾞﾛ Gleichenia japonica ● ●

11 ﾌｻｼﾀﾞ科 ｶﾆｸｻ Lygodium japonicum ●

12 ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ科 ｲﾇｼﾀﾞ Dennstaedtia hirsuta ● ●

13 ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ Dennstaedtia scabra ● ●

14 ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Hypolepis punctata ● ●

15 ﾌﾓﾄｼﾀﾞ Microlepia marginata ●

16 ﾜﾗﾋﾞ Pteridium aquilinum var. latiusculum ● ●

17 ﾎﾝｸﾞｳｼﾀﾞ科 ﾎﾗｼﾉﾌﾞ Sphenomeris chinensis ● ●

18 ｼﾉﾌﾞ科 ｼﾉﾌﾞ Davallia mariesii ●

19 ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ科 ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ Coniogramme intermedia ●

20 ｲﾜｶﾞﾈｿｳ Coniogramme japonica ●

21 ﾀﾁｼﾉﾌﾞ Onychium japonicum ● ●

22 ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ Pteris cretica ● ●

23 ｵｵﾊﾞﾉﾊﾁｼﾞｮｳｼﾀﾞ Pteris excelsa ●

24 ｲﾉﾓﾄｿｳ Pteris multifida ● ●

25 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ科 ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ Asplenium incisum ● ●

26 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ Asplenium trichomanes ●

27 ｼｼｶﾞｼﾗ科 ｼｼｶﾞｼﾗ Struthiopteris niponica ● ●

28 ｵｼﾀﾞ科 ﾊｶﾀｼﾀﾞ Arachniodes simplicior ● ●

29 ｵﾆｶﾅﾜﾗﾋﾞ Arachniodes simplicior var. major ●

30 ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ Arachniodes standishii ●

31 ｷﾖｽﾐﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Ctenitis maximowicziana ●

32 ﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium fortunei ● ●

33 ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium fortunei var. clivicola ●

34 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris erythrosora ● ●

35 ｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris lacera ● ●

36 ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris uniformis ●

37 ﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ Dryopteris varia var. setosa ● ●

38 ｲﾉﾃﾞ Polystichum polyblepharum ● ●

39 ｻｲｺﾞｸｲﾉﾃﾞ Polystichum pseudo-makinoi ● ●

40 ｲﾉﾃﾞﾓﾄﾞｷ Polystichum tagawanum ●

41 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ Polystichum tripteron ● ●

42 ﾋﾒｼﾀﾞ科 ﾎｼﾀﾞ Cyclogramma acuminatus ●

43 ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ Phegopteris decursive-pinnata ●

44 ﾐｿﾞｼﾀﾞ Stegnogramma pozoi ssp. mollissima ● ●

45 ﾊｼｺﾞｼﾀﾞ Thelypteris glanduligera ● ●

46 ﾔﾜﾗｼﾀﾞ Thelypteris laxa ● ●

47 ﾒｼﾀﾞ科 ｳｽﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Acystopteris japonica ●

48 ｻﾄﾒｼﾀﾞ Athyrium deltoidofrons ● ●

49 ﾎｿﾊﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium iseanum ●

50 ｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium niponicum ●

51 ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium vidalii ●

52 ﾋﾛﾊｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium wardii ●

53 ｼｹﾁｼﾀﾞ Cornopteris decurrenti-alata ●

54 ｵｵﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Deparia okuboana ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

種名 備考学名No. 分類群 科名
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表 7-10-3(2) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

55 シダ植物 ﾒｼﾀﾞ科 ｸｻｿﾃﾂ Matteuccia struthiopteris ●

56 ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾏﾒﾂﾞﾀ Lemmaphyllum microphyllum ●

57 ﾉｷｼﾉﾌﾞ Lepisorus thunbergianus ● ●

58 種子植物 ｲﾁｮｳ科 ｲﾁｮｳ Ginkgo biloba ● 植栽

59 　裸子植物 ﾏﾂ科 ﾓﾐ Abies firma ●

60 ｱｶﾏﾂ Pinus densiflora ● ●

61 ｽｷﾞ科 ｽｷﾞ Cryptomeria japonica ● ● 植栽

62 ﾋﾉｷ科 ﾋﾉｷ Chamaecyparis obtusa ● ● 植栽

63 ﾈｽﾞ Juniperus rigida ●

64 ｲﾇｶﾞﾔ科 ｲﾇｶﾞﾔ Cephalotaxus harringtonia ● ●

65 ｲﾁｲ科 ｶﾔ Torreya nucifera ● ●

66 種子植物 ｸﾙﾐ科 ｵﾆｸﾞﾙﾐ Juglans ailanthifolia ● ●

67 　被子植物 ﾉｸﾞﾙﾐ Platycarya strobilacea ● ●

68 　　双子葉植物 ｶﾊﾞﾉｷ科 ｱｶｼﾃﾞ Carpinus laxiflora ● ●

69 　　　離弁花類 ｲﾇｼﾃﾞ Carpinus tschonoskii ● ●

70 ﾌﾞﾅ科 ｸﾘ Castanea crenata ● ●

71 ｱｶｶﾞｼ Quercus acuta ●

72 ｸﾇｷﾞ Quercus acutissima ●

73 ﾅﾗｶﾞｼﾜ Quercus aliena ●

74 ｱﾗｶｼ Quercus glauca ● ●

75 ｼﾗｶｼ Quercus myrsinaefolia ● ●

76 ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ Quercus salicina ● ●

77 ｺﾅﾗ Quercus serrata ● ●

78 ｱﾍﾞﾏｷ Quercus variabilis ● ●

79 ﾆﾚ科 ｴﾉｷ Celtis sinensis var. japonica ●

80 ｹﾔｷ Zelkova serrata ● ●

81 ｸﾜ科 ﾋﾒｺｳｿﾞ Broussonetia kazinoki ● ●

82 ｸﾜｸｻ Fatoua villosa ●

83 ｲﾇﾋﾞﾜ Ficus erecta ●

84 ｲﾀﾋﾞｶｽﾞﾗ Ficus oxyphylla ●

85 ｶﾅﾑｸﾞﾗ Humulus japonicus ●

86 ﾔﾏｸﾞﾜ Morus australis ●

87 ｲﾗｸｻ科 ｵﾆﾔﾌﾞﾏｵ Boehmeria holosericea ●

88 ﾔﾌﾞﾏｵ Boehmeria japonica var. longispica ●

89 ｶﾗﾑｼ Boehmeria nivea ssp. nipononivea ● ●

90 ｺｱｶｿ Boehmeria spicata ●

91 ｵｵｻﾝｼｮｳｿｳ Pellionia radicans ●

92 ﾐｽﾞ Pilea hamaoi ●

93 ｱｵﾐｽﾞ Pilea pumila ●

94 ﾀﾃﾞ科 ﾐｽﾞﾋｷ Antenoron filiforme ●

95 ｻｸﾗﾀﾃﾞ Persicaria conspicua ●

96 ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ Persicaria hydropiper ●

97 ｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ Persicaria japonica ●

98 ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria lapathifolia ●

99 ｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria longiseta ● ●

100 ﾊﾅﾀﾃﾞ Persicaria posumbu var. laxiflora ● ●

101 ﾐｿﾞｿﾊﾞ Persicaria thunbergii ●

102 ﾐﾁﾔﾅｷﾞ Polygonum aviculare ● ●

103 ｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica ● ●

104 ｽｲﾊﾞ Rumex acetosa ● ●

105 ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus ●

106 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ科 ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca americana ● ● 帰化

107 ｻﾞｸﾛｿｳ科 ｻﾞｸﾛｿｳ Mollugo pentaphylla ●

108 ｸﾙﾏﾊﾞｻﾞｸﾛｿｳ Mollugo verticillata ● ● 帰化

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考
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表 7-10-3(3) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

109 種子植物 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ科 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ Portulaca oleracea ●

110 　被子植物 ﾅﾃﾞｼｺ科 ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ Arenaria serpyllifolia ●

111 　　双子葉植物 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium glomeratum ● ● 帰化

112 　　　離弁花類 ﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium holosteoides var. angustifolium ●

113 ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ Dianthus superbus var. longicalycinus ●

114 ﾂﾒｸｻ Sagina japonica ● ●

115 ﾉﾐﾉﾌｽﾏ Stellaria alsine var. undulata ● ●

116 ｳｼﾊｺﾍﾞ Stellaria aquatica ●

117 ｻﾜﾊｺﾍﾞ Stellaria diversiflora ●

118 ｺﾊｺﾍﾞ Stellaria media ●

119 ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ Stellaria neglecta ● ●

120 ｱｶｻﾞ科 ｼﾛｻﾞ Chenopodium album ● 帰化

121 ｹｱﾘﾀｿｳ Chenopodium ambrosioides ● 帰化

122 ﾋﾕ科 ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var. japonica ●

123 ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var. tomentosa ●

124 ｲﾇﾋﾞﾕ Amaranthus lividus ●

125 ｱｵｹﾞｲﾄｳ Amaranthus retroflexus ● 帰化

126 ｱｵﾋﾞﾕ Amaranthus viridis ● 帰化

127 ﾓｸﾚﾝ科 ﾎｵﾉｷ Magnolia hypoleuca ● ●

128 ﾀﾑｼﾊﾞ Magnolia salicifolia ● ●

129 ﾏﾂﾌﾞｻ科 ｻﾈｶｽﾞﾗ Kadsura japonica ● ●

130 ﾏﾂﾌﾞｻ Schisandra repanda ●

131 ｼｷﾐ科 ｼｷﾐ Illicium anisatum ● ●

132 ｸｽﾉｷ科 ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ Cinnamomum japonicum ● ●

133 ｶﾅｸｷﾞﾉｷ Lindera erythrocarpa ●

134 ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ Lindera glauca ●

135 ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ Lindera obtusiloba ●

136 ｸﾛﾓｼﾞ Lindera umbellata ● ●

137 ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ Machilus japonica ●

138 ﾀﾌﾞﾉｷ Machilus thunbergii ●

139 ｼﾛﾀﾞﾓ Neolitsea sericea ● ●

140 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ Parabenzoin praecox ● ●

141 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科 ﾋﾒｳｽﾞ Aquilegia adoxoides ●

142 ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ Clematis apiifolia ●

143 ﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ Clematis japonica ●

144 ｳﾏﾉｱｼｶﾞﾀ Ranunculus japonicus ●

145 ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ Ranunculus silerifolius ●

146 ﾒｷﾞ科 ﾅﾝﾃﾝ Nandina domestica ● ●

147 ｱｹﾋﾞ科 ｱｹﾋﾞ Akebia quinata ● ●

148 ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ Akebia trifoliata ● ●

149 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ科 ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ● ●

150 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Sinomenium acutum ●

151 ｽｲﾚﾝ科 ﾊｽ Nelumbo nucifera ●

152 ﾏﾂﾓ科 ﾏﾂﾓ Ceratophyllum demersum ●

153 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ科 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ Houttuynia cordata ●

154 ｾﾝﾘｮｳ科 ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ Chloranthus serratus ● ●

155 ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ科 ﾐﾔｺｱｵｲ Heterotropa aspera ● ●

156 ﾏﾀﾀﾋﾞ科 ｻﾙﾅｼ Actinidia arguta ●

157 ﾏﾀﾀﾋﾞ Actinidia polygama ● ●

158 ﾂﾊﾞｷ科 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ Camellia japonica ● ●

159 ｻｶｷ Cleyera japonica ● ●

160 ﾋｻｶｷ Eurya japonica ● ●

161 ﾓｯｺｸ Ternstroemia gymnanthera ●

162 ﾁｬﾉｷ Thea sinensis ● ● 逸出

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

学名 備考No. 分類群 科名 種名
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表 7-10-3(4) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

163 種子植物 ｵﾄｷﾞﾘｿｳ科 ｵﾄｷﾞﾘｿｳ Hypericum erectum ● ●

164 　被子植物 ｺｹｵﾄｷﾞﾘ Hypericum laxum ● ●

165 　　双子葉植物 ｹｼ科 ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ Corydalis incisa ●

166 　　　離弁花類 ﾀｹﾆｸﾞｻ Macleaya cordata ● ●

167 ｱﾌﾞﾗﾅ科 ﾅｽﾞﾅ Capsella bursa-pastoris ●

168 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine flexuosa ● ●

169 ｵｵﾊﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine scutata ● ●

170 ﾜｻﾋﾞ Eutrema japonica ● 逸出

171 ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ Lepidium virginicum ● 帰化

172 ｲﾇｶﾞﾗｼ Rorippa indica ●

173 ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ Rorippa islandica ● ●

174 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ科 ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum bulbiferum ● ●

175 ﾕｷﾉｼﾀ科 ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ Chrysosplenium japonicum ●

176 ｳﾂｷﾞ Deutzia crenata ● ●

177 ｺｱｼﾞｻｲ Hydrangea hirta ● ●

178 ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ Hydrangea luteo-venosa ● ●

179 ﾔﾏｱｼﾞｻｲ Hydrangea macrophylla var. acuminata ● ●

180 ﾁｬﾙﾒﾙｿｳ Mitella furusei var. subramosa ● ●

181 ﾕｷﾉｼﾀ Saxifraga stolonifera ● 逸出

182 ｲﾜｶﾞﾗﾐ Schizophragma hydrangeoides ● ●

183 ﾊﾞﾗ科 ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea chrysantha ● ●

184 ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea indica ●

185 ﾀﾞｲｺﾝｿｳ Geum japonicum ●

186 ｵｵｳﾗｼﾞﾛﾉｷ Malus tschonoskii ● ●

187 ｵﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Potentilla sundaica var. robusta ●

188 ｶﾏﾂｶ Pourthiaea villosa var. laevis ● ●

189 ｹｶﾏﾂｶ Pourthiaea villosa var. zollingeri ● ●

190 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ Prunus grayana ● ●

191 ﾔﾏｻﾞｸﾗ Prunus jamasakura ● ●

192 ｳﾒ Prunus mume ● 逸出

193 ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ Prunus pendula f. ascendens ● ●

194 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ Prunus verecunda ●

195 ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora ●

196 ﾌﾕｲﾁｺﾞ Rubus buergeri ●

197 ﾋﾞﾛｰﾄﾞｲﾁｺﾞ Rubus corchorifolius ● ●

198 ｸﾏｲﾁｺﾞ Rubus crataegifolius ● ●

199 ﾐﾔﾏﾌﾕｲﾁｺﾞ Rubus hakonensis ●

200 ｸｻｲﾁｺﾞ Rubus hirsutus ●

201 ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ Rubus palmatus ● ●

202 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus parvifolius ● ●

203 ｳﾗｼﾞﾛｲﾁｺﾞ Rubus phoenicolasius ●

204 ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ Sorbus japonica ● ●

205 ﾏﾒ科 ﾈﾑﾉｷ Albizia julibrissin ● ●

206 ｲﾀﾁﾊｷﾞ Amorpha fruticosa ● 逸出

207 ﾔﾌﾞﾏﾒ Amphicarpaea bracteata ssp. edgeworthii var. japonica ● ●

208 ｹﾞﾝｹﾞ Astragalus sinicus ● ●

209 ｼﾞｬｹﾂｲﾊﾞﾗ Caesalpinia decapetala var. japonica ● ●

210 ﾉｻｻｹﾞ Dumasia truncata ●

211 ﾂﾙﾏﾒ Glycine max ssp. soja ●

212 ｺﾏﾂﾅｷﾞ Indigofera pseudotinctoria ● ●

213 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza cuneata ● ●

214 ﾂｸｼﾊｷﾞ Lespedeza homoloba ●

215 ﾈｺﾊｷﾞ Lespedeza pilosa ● ●

216 ﾊﾈﾐｲﾇｴﾝｼﾞｭ Maackia floribunda ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考



7-208 

 

 

表 7-10-3(5) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

217 種子植物 ﾏﾒ科 ｸｽﾞ Pueraria lobata ● ●

218 　被子植物 ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ Robinia pseudoacacia ● 逸出

219 　　双子葉植物 ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ Trifolium dubium ● ● 帰化

220 　　　離弁花類 ｼﾛﾂﾒｸｻ Trifolium repens ● ● 帰化

221 ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ Vicia angustifolia ● ● 帰化

222 ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ Vicia hirsuta ● ●

223 ﾔﾏﾌｼﾞ Wisteria brachybotrys ● ●

224 ﾌｼﾞ Wisteria floribunda ●

225 ｶﾀﾊﾞﾐ科 ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ● ●

226 ｱｶｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata f. rubrifolia ●

227 ﾐﾔﾏｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis griffithii ●

228 ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis stricta ● 帰化

229 ﾌｳﾛｿｳ科 ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ Geranium thunbergii ● ●

230 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ｴﾉｷｸﾞｻ Acalypha australis ●

231 ｵｵﾆｼｷｿｳ Euphorbia maculata ● ● 帰化

232 ﾆｼｷｿｳ Euphorbia pseudochamaesyce ● 帰化

233 ｺﾆｼｷｿｳ Euphorbia supina ● ● 帰化

234 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ Mallotus japonicus ● ●

235 ｺﾐｶﾝｿｳ Phyllanthus urinaria ●

236 ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾕｽﾞﾘﾊ Daphniphyllum macropodum ● ●

237 ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ Daphniphyllum teijsmannii ●

238 ﾐｶﾝ科 ﾏﾂｶｾﾞｿｳ Boenninghausenia japonica ● ●

239 ﾐﾔﾏｼｷﾐ Skimmia japonica ● ●

240 ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum ailanthoides ●

241 ﾌﾕｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum armatum var. subtrifoliatum ●

242 ｻﾝｼｮｳ Zanthoxylum piperitum ● ●

243 ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum schinifolium ● ●

244 ﾆｶﾞｷ科 ｼﾝｼﾞｭ Ailanthus altissima ● 逸出

245 ｳﾙｼ科 ﾂﾀｳﾙｼ Rhus ambigua ●

246 ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica var. roxburghii ● ●

247 ﾊｾﾞﾉｷ Rhus succedanea ●

248 ﾔﾏｳﾙｼ Rhus trichocarpa ●

249 ｶｴﾃﾞ科 ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃﾞ Acer cissifolium ●

250 ｳﾘｶｴﾃﾞ Acer crataegifolium ● ●

251 ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ Acer palmatum ●

252 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ Acer rufinerve ● ●

253 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ Acer sieboldianum ● ●

254 ｱﾜﾌﾞｷ科 ｱﾜﾌﾞｷ Meliosma myriantha ● ●

255 ﾂﾘﾌﾈｿｳ科 ﾂﾘﾌﾈｿｳ Impatiens textori ●

256 ﾓﾁﾉｷ科 ｲﾇﾂｹﾞ Ilex crenata ● ●

257 ﾓﾁﾉｷ Ilex integra ● ●

258 ｱｵﾊﾀﾞ Ilex macropoda ● ●

259 ｿﾖｺﾞ Ilex pedunculosa ● ●

260 ｸﾛｿﾖｺﾞ Ilex sugerokii var. longipedunculata ●

261 ﾆｼｷｷﾞ科 ﾆｼｷｷﾞ Euonymus alatus ●

262 ｺﾏﾕﾐ Euonymus alatus f. ciliato-dentatus ● ●

263 ﾏﾕﾐ Euonymus sieboldianus ●

264 ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ● ●

265 ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ Cayratia japonica ●

266 ﾂﾀ Parthenocissus tricuspidata ● ●

267 ｻﾝｶｸﾂﾞﾙ Vitis flexuosa ●

268 ｸﾞﾐ科 ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ Elaeagnus pungens ● ●

269 ｽﾐﾚ科 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras ● ●

270 ｺﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras var. exilis ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考
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表 7-10-3(6) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

271 種子植物 ｽﾐﾚ科 ｱｵｲｽﾐﾚ Viola hondoensis ● ●

272 　被子植物 ｽﾐﾚ Viola mandshurica ●

273 　　双子葉植物 ﾅｶﾞﾊﾞﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola ovato-oblonga ● ●

274 　　　離弁花類 ﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola verecunda ●

275 ｼﾊｲｽﾐﾚ Viola violacea ● ●

276 ｷﾌﾞｼ科 ｷﾌﾞｼ Stachyurus praecox ● ●

277 ｳﾘ科 ｶﾗｽｳﾘ Trichosanthes cucumeroides ●

278 ｷｶﾗｽｳﾘ Trichosanthes kirilowii var. japonica ●

279 ﾐｿﾊｷﾞ科 ｷｶｼｸﾞｻ Rotala indica var. uliginosa ● ●

280 ｱｶﾊﾞﾅ科 ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ Ludwigia epilobioides ●

281 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera laciniata ● 帰化

282 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ科 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ Haloragis micrantha ●

283 ｳﾘﾉｷ科 ｳﾘﾉｷ Alangium platanifolium var. trilobum ●

284 ﾐｽﾞｷ科 ｱｵｷ Aucuba japonica ●

285 ﾔﾏﾎﾞｳｼ Benthamidia japonica ● ●

286 ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ Cornus macrophylla ● ●

287 ｳｺｷﾞ科 ｺｼｱﾌﾞﾗ Acanthopanax sciadophylloides ● ●

288 ｳﾄﾞ Aralia cordata ●

289 ﾀﾗﾉｷ Aralia elata ● ●

290 ﾀｶﾉﾂﾒ Evodiopanax innovans ● ●

291 ｷﾂﾞﾀ Hedera rhombea ● ●

292 ﾊﾘｷﾞﾘ Kalopanax pictus ●

293 ﾄﾁﾊﾞﾆﾝｼﾞﾝ Panax japonicus ●

294 ｾﾘ科 ｼｼｳﾄﾞ Angelica pubescens ●

295 ﾐﾂﾊﾞ Cryptotaenia japonica ●

296 ｵｵﾊﾞﾁﾄﾞﾒ Hydrocotyle javanica ● ●

297 ﾉﾁﾄﾞﾒ Hydrocotyle maritima ● ●

298 ｵｵﾁﾄﾞﾒ Hydrocotyle ramiflora ● ●

299 ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ Hydrocotyle sibthorpioides ● ●

300 ｾﾘ Oenanthe javanica ●

301 ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ Sanicula chinensis ●

302 ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis japonica ● ●

303 ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis scabra ●

304 種子植物 ﾘｮｳﾌﾞ科 ﾘｮｳﾌﾞ Clethra barbinervis ● ●

305 　被子植物 ｲﾁﾔｸｿｳ科 ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ Monotropastrum humile ●

306 　　双子葉植物 ﾂﾂｼﾞ科 ﾈｼﾞｷ Lyonia ovalifolia var. elliptica ● ●

307 　　　合弁花類 ｳｽｷﾞﾖｳﾗｸ Menziesia cilicalyx ●

308 ｱｾﾋﾞ Pieris japonica ● ●

309 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ Rhododendron obtusum var. kaempferi ● ●

310 ｵｵﾑﾗｻｷ Rhododendron pulchrum ● ● 逸出

311 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron reticulatum ● ●

312 ﾅﾂﾊｾﾞ Vaccinium oldhamii ●

313 ｶﾝｻｲｽﾉｷ Vaccinium smallii var. versicolor ●

314 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ﾏﾝﾘｮｳ Ardisia crenata ●

315 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ Ardisia japonica ● ●

316 ｻｸﾗｿｳ科 ｺﾅｽﾋﾞ Lysimachia japonica f. subsessilis ● ●

317 ｶｷﾉｷ科 ｶｷﾉｷ Diospyros kaki ● ● 植栽、逸出

318 ｴｺﾞﾉｷ科 ｵｵﾊﾞｱｻｶﾞﾗ Pterostyrax hispidus ● ●

319 ｴｺﾞﾉｷ Styrax japonicus ● ●

320 ﾊｲﾉｷ科 ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ Symplocos coreana ● ●

321 ﾊｲﾉｷ Symplocos myrtacea ● ●

322 ﾓｸｾｲ科 ﾂｸｼﾄﾈﾘｺ Fraxinus longicuspis f. pilosella ●

323 ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ Fraxinus sieboldiana ●

324 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum japonicum ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考
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表 7-10-3(7) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

325 種子植物 ﾓｸｾｲ科 ｲﾎﾞﾀﾉｷ Ligustrum obtusifolium ● ●

326 　被子植物 ﾋｲﾗｷﾞ Osmanthus heterophyllus ● ●

327 　　双子葉植物 ﾘﾝﾄﾞｳ科 ﾊﾅﾊﾏｾﾝﾌﾞﾘ Centaurium pulchellum ● ● 逸出

328 　　　合弁花類 ｱｹﾎﾞﾉｿｳ Swertia bimaculata ● ●

329 ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ Tripterospermum japonicum ●

330 ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ﾃｲｶｶｽﾞﾗ Trachelospermum asiaticum f. intermedium ● ●

331 ｱｶﾈ科 ﾋﾒﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium gracilens ●

332 ﾔﾏﾑｸﾞﾗ Galium pogonanthum ● ●

333 ﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium spurium var. echinospermon ● ●

334 ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium trachyspermum ●

335 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens ● ●

336 ｱｶﾈ Rubia argyi ● ●

337 ﾋﾙｶﾞｵ科 ｺﾋﾙｶﾞｵ Calystegia hederacea ● 帰化

338 ﾑﾗｻｷ科 ﾊﾅｲﾊﾞﾅ Bothriospermum tenellum ● ●

339 ｵｵﾙﾘｿｳ Cynoglossum zeylanicum var. villosulum ● ●

340 ﾐｽﾞﾀﾋﾞﾗｺ Trigonotis brevipes ● ●

341 ｷｭｳﾘｸﾞｻ Trigonotis peduncularis ● ●

342 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ Callicarpa japonica ● ●

343 ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ Callicarpa mollis ● ●

344 ｸｻｷﾞ Clerodendrum trichotomum ● ●

345 ｱﾜｺﾞｹ科 ﾐｽﾞﾊｺﾍﾞ Callitriche verna ●

346 ｼｿ科 ｷﾗﾝｿｳ Ajuga decumbens ● ●

347 ｼﾞｭｳﾆﾋﾄｴ Ajuga nipponensis ●

348 ﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium gracile ● ●

349 ﾔﾏﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium multicaule ●

350 ｶｷﾄﾞｵｼ Glechoma hederacea var. grandis ● ●

351 ﾎﾄｹﾉｻﾞ Lamium amplexicaule ●

352 ｵﾗﾝﾀﾞﾊｯｶ Mentha spicata var. crispa ● 帰化

353 ｲﾇｺｳｼﾞｭ Mosla punctulata ●

354 ﾔﾏﾊｯｶ Rabdosia inflexa ●

355 ｱｷﾁｮｳｼﾞ Rabdosia longituba ● ●

356 ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ Salvia japonica ●

357 ｷﾊﾞﾅｱｷｷﾞﾘ Salvia nipponica ●

358 ﾀﾂﾅﾐｿｳ Scutellaria indica ● ●

359 ﾅｽ科 ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ Solanum lyratum ●

360 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrum ● ● 帰化

361 ﾊﾀﾞｶﾎｵｽﾞｷ Tubocapsicum anomalum ●

362 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 ｳﾘｸｻ Lindernia crustacea ●

363 ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ Lindernia dubia ● ● 帰化

364 ｱｾﾞﾅ Lindernia procumbens ● ●

365 ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ Mazus miquelii ●

366 ﾄｷﾜﾊｾﾞ Mazus pumilus ● ●

367 ﾐﾔｼﾞﾏﾏﾏｺﾅ Melampyrum laxum var. nikkoense f. edentatum ●

368 ﾐｿﾞﾎｵｽﾞｷ Mimulus nepalensis ●

369 ﾋﾅﾉｳｽﾂﾎﾞ Scrophularia duplicato-serrata ● ●

370 ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica arvensis ● ● 帰化

371 ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica persica ● ● 帰化

372 ﾉｳｾﾞﾝｶｽﾞﾗ科 ｷﾘ Paulownia tomentosa ● 逸出

373 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ科 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ Justicia procumbens ●

374 ﾊｸﾞﾛｿｳ Peristrophe japonica var. subrotunda ●

375 ﾊｴﾄﾞｸｿｳ科 ﾊｴﾄﾞｸｿｳ Phryma leptostachya ssp. asiatica ●

376 ｵｵﾊﾞｺ科 ｵｵﾊﾞｺ Plantago asiatica ● ●

377 ｽｲｶｽﾞﾗ科 ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ Lonicera gracilipes ●

378 ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ Lonicera gracilipes var. glabra ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考
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表 7-10-3(8) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

379 種子植物 ｽｲｶｽﾞﾗ科 ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera japonica ●

380 　被子植物 ﾆﾜﾄｺ Sambucus racemosa ssp. sieboldiana ●

381 　　双子葉植物 ｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum dilatatum ● ●

382 　　　合弁花類 ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum erosum var. punctatum ●

383 ﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ Viburnum plicatum var. tomentosum ● ●

384 ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum wrightii ● ●

385 ｵﾐﾅｴｼ科 ｵﾄｺｴｼ Patrinia villosa ●

386 ｷｷｮｳ科 ﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ Campanula punctata ●

387 ﾐｿﾞｶｸｼ Lobelia chinensis ●

388 ﾀﾆｷﾞｷｮｳ Peracarpa carnosa var. circaeoides ● ●

389 ｷｸ科 ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ Ainsliaea apiculata ● ●

390 ﾖﾓｷﾞ Artemisia princeps ● ●

391 ｲﾅｶｷﾞｸ Aster ageratoides ssp. amplexifolius ●

392 ｼﾛﾖﾒﾅ Aster ageratoides ssp. leiophyllus ●

393 ﾉｺﾝｷﾞｸ Aster ageratoides ssp. ovatus ●

394 ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ Aster scaber ●

395 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens frondosa ● 帰化

396 ﾀｳｺｷﾞ Bidens tripartita ●

397 ﾄｷﾝｿｳ Centipeda minima ● ●

398 ﾉｱｻﾞﾐ Cirsium japonicum ●

399 ﾖｼﾉｱｻﾞﾐ Cirsium nipponicum var. yoshinoi ●

400 ｷｾﾙｱｻﾞﾐ Cirsium sieboldii ●

401 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis ● ● 帰化

402 ﾊﾙｼｬｷﾞｸ Coreopsis tinctoria ● 逸出

403 ﾏﾒｶﾐﾂﾚ Cotula australis ● 帰化

404 ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾎﾞﾛｷﾞｸ Crassocephalum crepidioides ● ● 帰化

405 ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta prostrata ● ●

406 ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ Erechtites hieracifolia ● ● 帰化

407 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis ● 帰化

408 ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ Eupatorium chinense var. oppositifolium ●

409 ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ Galinsoga ciliata ● 帰化

410 ﾊﾊｺｸﾞｻ Gnaphalium affine ● ●

411 ﾀﾁﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium calviceps ● ● 帰化

412 ﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium japonicum ● ●

413 ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ Gnaphalium pensylvanicum ● 帰化

414 ﾔﾏｼﾞﾉｷﾞｸ Heteropappus hispidus ●

415 ﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata ● ●

416 ﾊﾅﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata var. albiflora f. amplifolia ●

417 ﾁﾞｼﾊﾞﾘ Ixeris stolonifera ● ●

418 ｵｵﾕｳｶﾞｷﾞｸ Kalimeris incisa ●

419 ﾖﾒﾅ Kalimeris yomena ●

420 ｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica var. indica ●

421 ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Lapsana apogonoides ● ●

422 ｵﾀｶﾗｺｳ Ligularia fischeri ●

423 ｺｳﾔﾎﾞｳｷ Pertya scandens ●

424 ﾌｷ Petasites japonicus ●

425 ｺｳｿﾞﾘﾅ Picris hieracioides var. glabrescens ●

426 ｻﾜｷﾞｸ Senecio nikoensis ● ●

427 ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ Senecio vulgaris ● ● 帰化

428 ﾒﾅﾓﾐ Siegesbeckia orientalis ssp. pubescens ●

429 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima ● ● 帰化

430 ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ Solidago virgaurea var. asiatica ●

431 ｵﾆﾉｹﾞｼ Sonchus asper ● ● 帰化

432 ﾉｹﾞｼ Sonchus oleraceus ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考
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表 7-10-3(9) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

433 種子植物 ｷｸ科 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus ● ● 帰化

434 　被子植物 ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ Syneilesis palmata ● ●

435 　　双子葉植物 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum officinale ● 帰化

436 　　　合弁花類 ｵｵｵﾅﾓﾐ Xanthium occidentale ● 帰化

437 ﾔｸｼｿｳ Youngia denticulata ●

438 ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Youngia japonica ● ●

439 種子植物 ｵﾓﾀﾞｶ科 ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ Alisma canaliculatum ●

440 　被子植物 ｵﾓﾀﾞｶ Sagittaria trifolia ●

441 　　単子葉植物 ﾕﾘ科 ﾉﾋﾞﾙ Allium grayi ●

442 ﾎｳﾁｬｸｿｳ Disporum sessile ●

443 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ Heloniopsis orientalis ●

444 ｳﾊﾞﾕﾘ Lilium cordatum ●

445 ｵﾆﾕﾘ Lilium lancifolium ●

446 ﾔﾌﾞﾗﾝ Liriope muscari ●

447 ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon japonicus ●

448 ｵﾓﾄ Rohdea japonica ● ●

449 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ Smilax china ● ●

450 ﾀﾁｼｵﾃﾞ Smilax nipponica ●

451 ｼｵﾃﾞ Smilax riparia var. ussuriensis ●

452 ﾔﾏｶｼｭｳ Smilax sieboldii ●

453 ﾔﾏｼﾞﾉﾎﾄﾄｷﾞｽ Tricyrtis affinis ● ●

454 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ科 ﾅﾂｽﾞｲｾﾝ Lycoris squamigera ● 逸出

455 ﾔﾏﾉｲﾓ科 ﾀﾁﾄﾞｺﾛ Dioscorea gracillima ●

456 ﾔﾏﾉｲﾓ Dioscorea japonica ● ●

457 ｶｴﾃﾞﾄﾞｺﾛ Dioscorea quinqueloba ● ●

458 ﾋﾒﾄﾞｺﾛ Dioscorea tenuipes ● ●

459 ｵﾆﾄﾞｺﾛ Dioscorea tokoro ● ●

460 ﾐｽﾞｱｵｲ科 ｺﾅｷﾞ Monochoria vaginalis var. plantaginea ●

461 ｱﾔﾒ科 ﾋﾒﾋｵｳｷﾞｽﾞｲｾﾝ Crocosmia × crocosmiiflora ● 帰化

462 ｼｬｶﾞ Iris japonica ●

463 ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ Sisyrinchium atlanticum ● ● 帰化

464 ｲｸﾞｻ科 ｲ Juncus effusus var. decipiens ● ●

465 ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus leschenaultii ●

466 ｱｵｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus papillosus ●

467 ｸｻｲ Juncus tenuis ● ●

468 ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ Luzula capitata ●

469 ﾔﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Luzula multiflora ●

470 ﾂﾕｸｻ科 ﾂﾕｸｻ Commelina communis ●

471 ｲﾎﾞｸｻ Murdannia keisak ●

472 ｲﾈ科 ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron racemiferum ●

473 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron tsukushiense var. transiens ●

474 ｺﾇｶｸﾞｻ Agrostis alba ● ● 帰化

475 ﾇｶﾎﾞ Agrostis clavata ssp. matsumurae ● ●

476 ﾇｶｽｽｷ Aira caryophyllea ● 帰化

477 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ Alopecurus aequalis ●

478 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus ● ● 帰化

479 ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ Arthraxon hispidus ●

480 ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ Brachypodium sylvaticum ● ●

481 ｷﾂﾈｶﾞﾔ Bromus pauciflorus ●

482 ﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis arundinacea var. brachytricha ●

483 ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ Cynodon dactylon ● ●

484 ｶﾓｶﾞﾔ Dactylis glomerata ● 帰化

485 ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ● ●

486 ｺﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria radicosa ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考
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表 7-10-3(10) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

487 種子植物 ｲﾈ科 ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria violascens ●

488 　被子植物 ｱﾌﾞﾗｽｽｷ Eccoilopus cotulifer ●

489 　　単子葉植物 ｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli ●

490 ﾀｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli var. oryzicola ●

491 ﾋﾒｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli var. praticola ●

492 ｵﾋｼﾊﾞ Eleusine indica ● ●

493 ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis curvula ● 帰化

494 ｶｾﾞｸｻ Eragrostis ferruginea ●

495 ｺｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis poaeoides ● ● 帰化

496 ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca arundinacea ● ● 逸出・帰化

497 ｱｵｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca ovina var. coreana ● ●

498 ﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ Festuca parvigluma ●

499 ﾋﾛﾊﾉｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca pratensis ● ● 帰化

500 ﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica var. koenigii ●

501 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ Lolium multiflorum ● 帰化

502 ﾎｿﾑｷﾞ Lolium perenne ● 帰化

503 ｻｻｶﾞﾔ Microstegium japonicum ●

504 ｱｼﾎﾞｿ Microstegium vimineum var. polystachyum ●

505 ｽｽｷ Miscanthus sinensis ● ●

506 ﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ Muhlenbergia japonica ●

507 ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius ● ●

508 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius var. japonicus ● ●

509 ｲﾈ Oryza sativa ● 植栽

510 ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum dilatatum ● 帰化

511 ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum thunbergii ●

512 ﾁｶﾗｼﾊﾞ Pennisetum alopecuroides f. purpurascens ● ●

513 ﾊﾁｸ Phyllostachys nigra var. henonis ● 植栽

514 ﾓｳｿｳﾁｸ Phyllostachys pubescens ● 植栽

515 ﾈｻﾞｻ Pleioblastus chino var. viridis ●

516 ｹﾈｻﾞｻ Pleioblastus shibuyanus var. basihirsutus ●

517 ﾒﾀﾞｹ Pleioblastus simonii ●

518 ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa acroleuca ●

519 ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa annua ● ●

520 ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa sphondylodes ●

521 ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa trivialis ●

522 ﾋｴｶﾞｴﾘ Polypogon fugax ● ●

523 ﾁｭｳｺﾞｸｻﾞｻ Sasa veitchii var. hirsuta ●

524 ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ●

525 ｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria glauca ● ●

526 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis ●

527 ﾑﾗｻｷｴﾉｺﾛ Setaria viridis f. misera ●

528 ﾈｽﾞﾐﾉｵ Sporobolus fertilis ●

529 ｶﾆﾂﾘｸﾞｻ Trisetum bifidum ●

530 ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ Vulpia myuros ● ● 帰化

531 ｼﾊﾞ Zoysia japonica ●

532 ﾔｼ科 ｼｭﾛ Trachycarpus fortunei ● 逸出

533 ｻﾄｲﾓ科 ｾｷｼｮｳ Acorus gramineus ●

534 ﾏﾑｼｸﾞｻ Arisaema serratum ● ●

535 ｻﾄｲﾓ Colocasia formosana ● 植栽

536 ｳｷｸｻ科 ｱｵｳｷｸｻ Lemna aoukikusa ●

537 ｳｷｸｻ Spirodela polyrhiza ●

538 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｱｵｽｹﾞ Carex breviculmis ● ●

539 ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ Carex conica ●

540 ｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ Carex ischnostachya ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考
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表 7-10-3(11) 植物の確認種 

 事業計 事業計

画地内 画地外

541 種子植物 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ﾋｺﾞｸｻ Carex japonica ●

542 　被子植物 ﾐﾔﾏｶﾝｽｹﾞ Carex multifolia ●

543 　　単子葉植物 ﾀｶﾈﾏｽｸｻ Carex planata ●

544 ﾀｶﾞﾈｿｳ Carex siderosticta ● ●

545 ﾆｼﾉﾎﾝﾓﾝｼﾞｽｹﾞ Carex stenostachys ● ●

546 ｱｲﾀﾞｸｸﾞ Cyperus brevifolius ● ●

547 ｸｸﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus compressus ●

548 ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus difformis ● ●

549 ﾋﾅｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus flaccidus ●

550 ｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus globosus ●

551 ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus iria ● ●

552 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Cyperus microiria ●

553 ｳｼｸｸﾞ Cyperus orthostachyus ●

554 ﾊﾘｲ Eleocharis congesta ●

555 ﾉﾃﾝﾂｷ Fimbristylis complanata ●

556 ﾋﾃﾞﾘｺ Fimbristylis miliacea ● ●

557 ﾎﾀﾙｲ Scirpus juncoides ●

558 ｼｮｳｶﾞ科 ﾐｮｳｶﾞ Zingiber mioga ● 植栽、逸出

559 ﾗﾝ科 ｴﾋﾞﾈ Calanthe discolor ●

560 ｷﾝﾗﾝ Cephalanthera falcata ●

561 ｼｭﾝﾗﾝ Cymbidium goeringii ●

562 ｸﾓｷﾘｿｳ Liparis kumokiri ●

563 ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ Platanthera minor ● ●

564 ﾈｼﾞﾊﾞﾅ Spiranthes sinensis var. amoena ● ●

303 523

注）1.●は確認種を示す。
　　2.備考欄、「植栽」…明らかに栽培されていると考えられる種
　　　　　　　「帰化」…移入された外来植物が野生の状態で生育している種
　　　　　　　「逸出」…栽培の目的で持ち込んだ外来植物が野生化した種

合計　125科564種

No. 分類群 科名 種名 学名 備考
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（2）植物群落、植生分布 

事業計画地及びその周辺において、図7-10-1に示す30箇所で植物群落調査を行った。

30 箇所の内訳は、常緑針葉樹林 3 箇所、落葉広葉樹林 6 箇所、伐採跡 2 箇所、二次草地

5 箇所、植栽林 6 箇所、農耕地 5 箇所、路傍植生 1 箇所、人工草地 2 箇所であり、表 7-10-4

に示すとおり 15 の植生単位に区分した。 

また、航空写真の判読、「第 2 回自然環境保全基礎調査（植生調査）」等の既存の植生

区分図及び現地踏査により確認した現況植生を照合させ現存植生図を作成した。現存植

生図は図 7-10-4 に示すとおりである。 

なお、小面積で表示の困難な伐採跡群落の一部と路傍植生群落については図示してい

ない。 

事業計画地及びその周辺は地形的に大部分が山地であるため森林植生の占める面積が

広くなっており、コバノミツバツツジ－アカマツ群落、スギ・ヒノキ植林、アベマキ－

コナラ群落が広い面積を占めていた。 

コバノミツバツツジ－アカマツ群落は尾根部から斜面上部にかけて分布し、スギ・ヒ

ノキ植林は谷部から斜面上部にかけて分布し、アベマキ－コナラ群落は主として斜面に

分布していた。 

コバノミツバツツジ－アカマツ群落は調査範囲の南東側で、スギ・ヒノキ植林は調査

範囲の西側を中心に広がっている。また住宅地周辺の山地ではモウソウチク林が分布し

ている。 

平地部には住宅地、水田、畑地または落葉果樹園等の耕作地が見られ、放棄耕作地で

は遷移により二次草地またはウツギ群落となっていた。なお、二次草地ではネザサ群落

とススキ群落、人工草地ではメドハギ群落とオニウシノケグサ群落が確認されたが、立

地条件等で群落が入り混じり図示が困難なため同一の凡例で図示している。 
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表 7-10-4(1) 植生状況 

群落名 植生概要 コドラート番号

コバノミツバツツジ－ 

アカマツ群落 

事業計画地及びその周辺の広い範囲、主に尾根部から斜

面上部にかけて分布する。 

本群落は高木層にアカマツが優占する常緑針葉樹二次林

であり、植生高は 16～18ｍ、植被率は 40～60％であった。

その他にコナラ、コシアブラ等が出現した。亜高木層の

植生高は 8ｍ、植被率は 20～30％であり、ソヨゴ、リョ

ウブ、ネジキ、タカノツメ等が出現した。低木層の植生

高は 3ｍ、植被率は 20～60％と植分によりばらつきがみ

られた。いずれの植分もヒサカキが優占し、その他にコ

バノミツバツツジ、ネジキ、ソヨゴ、アセビ等が出現し

た。草本層の植生高は 0.1～0.5ｍ、植被率は 5％程度と

いずれの植分についても低かった。出現種数は 11～25 種

であった。 

No.3、16、24 

アベマキ－コナラ群落 事業計画地及びその周辺の広い範囲、主に尾根部から谷

部にかけて分布する。 

本群落は高木層にコナラまたはアベマキが優占する夏緑

広葉樹二次林であり、植生高は 12～18ｍ、植被率は 25

～60％であった。その他にホオノキ、リョウブ、ノグル

ミ、ヤマザクラ等が出現した。亜高木層の植生高は 6～8

ｍであり、植被率は 10～20％と低い植分が多くみられ、

リョウブ、アラカシ、エゴノキ等が出現した。低木層の

植生高は 2～3ｍ、植被率は 10～50％と植分によりばらつ

きがみられた。ヒサカキが優占する植分が多く、コバノ

ミツバツツジ、アセビ、シキミ、アラカシ、ヤブツバキ

等が出現した。草本層の植生高は 0.2ｍ、植被率は 5％程

度といずれの植分についても低かった。出現種数は 18～

32 種であった。 

No.2、5、6、14、

17、20 

伐採跡群落 調査範囲の西側に分布し、また造成地に小面積が点在す

る。 

本群落の植生高は 0.5～0.6ｍ、植被率は 10～40％であ

り、シキミ、シシガシラ、ヤマアジサイ、オニタビラコ

等が出現した。出現種数は 10～17 種であった。 

No.7、23 

ウツギ群落 調査範囲の北側の谷部に分布する。 

本群落は放棄された水田の石垣の間隙に低木のウツギが

繁茂して成立したマント群落であり、植生高は 3ｍ、植

被率は 70％であった。その他にボタンヅル、アオツヅラ

フジが出現した。草本層の植生高は 0.1ｍ程度、植被率

は 30％であり、チドメグサ、カキドオシ等が出現した。

出現種数は 17 種であった。 

No.15 

壮齢林 事業計画地及びその周辺の広い範囲、主に斜面上部から

谷部にかけて分布する。 

本群落の植生高は15～22ｍ、スギまたはヒノキが優占し、

高木層の植被率は 80～90％であった。亜高木層は 7～8

ｍであったが、亜高木層を欠く植分も多くみられ、植被

率は低かった。低木層は 2ｍ程度の植分が多く、植被率

は 5～20％で植被率の低い植分が多く、シロダモ、ヒサ

カキ等が生育していた。草本層の植被率は 5～30％とや

やばらつきがみられ、植被率の低い植分が多かった。出

現種数は 13～26 種であった。 

No.1、4、25、27スギ・ヒノキ植林 

若齢林 調査範囲の西側に分布する。 

本群落は植林後年月の浅い植生であり、低木層にはスギ

が優占し、植生高は 3ｍ、植被率は 60％であった。その

他にソヨゴ、サルトリイバラが出現した。草本層の植生

高は 0.8ｍ程度、植被率は 40％であり、ヒサカキ、コシ

ダ、ウラジロ等が出現した。出現種数は 13 種であった。 

No.26 
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表 7-10-4(2) 植生状況 

群落名 植生概要 コドラート番号

モウソウチク林 住宅地周辺部に小面積が点在する。 

本群落はモウソウチクが優占し、植生高は 18ｍ、植被率

は 90％である。亜高木層の植被率は低くヤブツバキのみ

が出現した。低木層は 4ｍ、植被率は 5％と低く、ヤブツ

バキ、ヒサカキ等が出現した。草本層の植被率は低く、

優占種となる植物は認められず、シロダモ、チャノキ等

が出現した。出現種数は 17 種であった。 

No.12 

ススキ群落 調査範囲内の谷部や緩斜面に小面積で点在する。 

本群落は農耕地跡に成立した二次植生で、ススキが優占

し、植生高は 1.2～1.8ｍ、植被率は 60～100％であった。

その他にイワヒメワラビ、チカラシバ、メリケンカルカ

ヤ等が出現した。出現種数は 4～13 種であった。 

No.9、13 二次草地 

ネザサ群落 調査範囲内の谷部や緩斜面に小面積で点在する。 

本群落は農耕地跡に成立した二次植生で、植生高は 2～3

ｍ、低木層と草本層に 2 層化した植分も見られた。いず

れの植分もネザサが優占し、植被率は 100％、その他に

クズ、カラムシ、オニドコロ等が出現した。出現種数は

8～9 種であった。 

No.11、19 

落葉果樹園 調査範囲の北側と南側に小面積で分布する。 

本群落の植生高は、低木層が 2.5ｍでカキノキ、クリが

植栽されていた。草本層の高さは 0.1ｍでカキドオシが

優占し、植被率は 80％、他にカタバミ、ヨモギ、ススキ、

イヌタデ等が出現した。定期的に草刈りが行われており、

草本層の高さは低くなっていた。出現種数は 30 種であっ

た。 

No.18 

畑地雑草群落 調査範囲の北側と南側に分布する。 

本群落はサトイモやミョウガが栽培されており、植生高

は 0.5ｍ程度、植被率は 50～70％であった。その他にス

ギナ、トキンソウ、メヒシバ、スベリヒユ等が出現した。

出現種数は 7～8 種であった。 

No.28、29 

水田雑草群落 調査範囲の北側と南側に分布する。 

本群落は稲刈り後の水田であり、植生高は 0.2ｍ、植被

率は 50％であった。その他にコナギ、セリ、ホタルイ等

が出現した。出現種数は 5 種であった。 

No.8 

休耕田雑草群落 調査範囲の北側の耕作地周辺で小面積が点在する。 

本群落は農耕地跡に成立した二次植生で、カヤツリグサ

が優占し、植生高は 0.3ｍ、植被率は 30％であり、その

他にクサイ、アイダクグ等が出現した。出現種数は 10 種

であった。 

No.30 

路傍雑草群落 調査範囲の北側の道路周辺で小面積が分布する。 

本群落はハナイバナが優占し、植生高は 0.1ｍ、植被率

は 20％であった。その他にヤハズエンドウ、オオイヌノ

フグリ、ホトケノザ、コニシキソウ等が出現した。 

No.10 

人工草地 

（オニウシノケグサ群落）

事業計画地内の法面や道路法面に分布する。 

本群落はオニウシノケグサ、メドハギを植栽した人工草

地であり、植生高は 0.2～0.4ｍ、植被率は 20～40％であ

った。その他にヨモギ、オランダミミナグサ、ヒメジョ

オン等が出現した。出現種数は 4～6 種であった。 

No.21、22 

造成地、住宅地、道路等 事業計画地内に造成地、北側には隣接した造成地がみら

れる。また調査範囲の南北側に住宅地、道路がみられる。 

－ 

開放水面 
事業計画地内に調整池、調査範囲の北側に北東方向と西

方向に流れる小河川がみられる。 
－ 
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表 7-10-4(3) 植生状況 

群落名 主要構成種 

コバノミツバツツジ－ 

アカマツ群落 

高木層：アカマツ、コシアブラ、コナラ 

亜高木層：ソヨゴ、タカノツメ、リョウブ 

低木層：ヒサカキ、ネジキ、アセビ、コバノミツバツツジ 

草本層：ヒイラギ、ミツバアケビ、テイカカズラ 

アベマキ－コナラ群落 高木層：コナラ、アベマキ、ノグルミ、エゴノキ 

亜高木層：ソヨゴ、リョウブ、アカシデ、アラカシ 

低木層：ヒサカキ、アセビ、コバノミツバツツジ 

草本層：ヒサカキ、アセビ、シロダモ、シシガシラ、トウゲシバ 

伐採跡群落 草本層：ヤマアジサイ、シキミ、アキチョウジ、クマイチゴ 

代償植生 

ウツギ群落 低木層：ウツギ、アオツヅラフジ 

草本層：チドメグサ、カキドオシ、トラノオシダ、イノデ 

スギ・ヒノキ植林 

（壮齢林） 

高木層：スギ、ヒノキ 

低木層：ヒサカキ、ヤブツバキ、サカキ 

草本層：オオバチドメ、ヒサカキ、ヤブツバキ、シシガシラ、 

テイカカズラ、ミヤマシキミ、トウゲシバ 

スギ植林（若齢林） 低木層：スギ、ソヨゴ 

草本層：ヒサカキ、コシダ、ウラジロ、ビロードイチゴ、クサギ 

植林地 

モウソウチク林 高木層：モウソウチク 

亜高木層：ヤブツバキ 

低木層：ヤブツバキ 

草本層：シロダモ、チャノキ、サルトリイバラ、ヤブツバキ 

ススキ群落 草本層：ススキ、イワヒメワラビ、チカラシバ、メリケンカルカヤ 二次草地 

ネザサ群落 低木層：ネザサ 

草本層：ネザサ、クズ、カラムシ、オニドコロ 

落葉果樹園 低木層：カキノキ、クリ 

草本層：カキドオシ、カタバミ、ヨモギ、ススキ、ノチドメ 

畑地雑草群落 草本層：ミョウガ、サトイモ、エノコログサ、スギナ、ザクロソウ 

水田雑草群落 草本層：イネ、セリ、コナギ 

休耕田雑草群落 草本層：カヤツリグサ、クサイ、アイダクグ、トキンソウ 

路傍雑草群落 草本層：ハナイバナ、ホトケノザ、オオイヌノフグリ、ヤハズエンドウ

人工草地 オニウシノケグサ群落 草本層：オニウシノケグサ、メドハギ、ヨモギ、ヒメジョオン 

造成地、住宅地、道路等 － その他 

開放水面 － 
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図 7-10-4 現存植生図 
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事業計画地及びその周辺で確認された群落が、植生自然度区分「緑の国勢調査－自然

環境保全調査報告書－（環境庁，1976）」のどのランクに該当するかを勘案した結果は、

表 7-10-5 に示すとおりであり、植生自然度図は図 7-10-5 に示すとおりである。 

最も自然度の高い植生は、コバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群

落、モウソウチク林が挙げられ、自然度 7 に該当する。これらの群落は自然植生が伐採

された後に成立した二次林である。スギ・ヒノキ植林（壮齢林）は自然度 6 に、スギ・

ヒノキ植林（若齢林）、伐採跡群落、ウツギ群落、ススキ群落、ネザサ群落は自然度 5

に、休耕田雑草群落は自然度 4 に、人工草地、路傍雑草群落は自然度 2 にそれぞれ該当

する。また、落葉果樹園は自然度 3 に、水田雑草群落、畑地雑草群落は自然度 2 に、住

宅地、造成地、道路等は自然度 1 に該当する。 

 

表 7-10-5 植生自然度区分 

自然度 区分内容及び基準 群落単位名 

10 

自然草原、湿原 

高山ハイデ、風衝草原、自然草原等、 

自然植生のうち単層の植物社会を形成する地区 

該当なし 

9 

自然林（極相林、天然林） 

エゾマツ－トドマツ群集、ブナ群集等、 

自然植生のうち多層の植物社会を形成する地区 

該当なし 

8 

二次林（自然林に近いもの） 

ブナ、ミズナラ再生林、シイ・カシ萌芽林等、 

代償植生であっても、特に自然植生に近い地区 

該当なし 

7 

二次林 

クリ－ミズナラ群落、クヌギ－コナラ群落等、 

一般には二次林と呼ばれる代償植生地区 

コバノミツバツツジ－アカマツ群落 

アベマキ－コナラ群落 

モウソウチク林 

6 

造林地 

常緑針葉樹、落葉針葉樹、常緑広葉樹等の 

植林地 

スギ・ヒノキ植林（壮齢林） 

5 
二次草地（背の高い草原） 

ササ群落、ススキ群落等の背丈の高い草原 

スギ・ヒノキ植林（若齢林） 

伐採跡群落、ウツギ群落 

ススキ群落（二次草地） 

ネザサ群落（二次草地） 

4 
二次草地（背の低い草原） 

シバ群落等の背丈の低い草原 
休耕田雑草群落 

3 
農耕地（樹園地） 

果樹園、桑園、茶畑、苗圃等の樹園地 
落葉果樹園 

2 

農耕地（水田、畑地） 

水田、畑地等の耕作地 

緑の多い住宅地（緑被率 60％以上） 

畑地雑草群落、水田雑草群落 

オニウシノケグサ群落（人工草地） 

路傍雑草群落（小面積のため図から省略）

1 
市街地、造成地 

植生のほとんど残存しない地区 
造成地、住宅地、道路等 

その他 自然裸地、開放水域 開放水面 
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図 7-10-5 植生自然度図 
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（3）蘚類 

事業計画地及びその周辺で確認された蘚類は表 7-10-6(1)及び表 7-10-6(2)に示すと

おり 35 科 107 種であった。 

 

表 7-10-6(1) 蘚類の確認種 

 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 ﾐｽﾞｺﾞｹ科 ｵｵﾐｽﾞｺﾞｹ Sphagnum palustre

2 ｷｾﾙｺﾞｹ科 ｸﾏﾉﾁｮｳｼﾞｺﾞｹ Buxbaumia minakatae

3 ｲｸﾋﾞｺﾞｹ科 ｲｸﾋﾞｺﾞｹ Diphyscium fulvifolium ● ● ● ● ●

4 ｸﾏﾉｺﾞｹ Diphyscium lorifolium

5 ｽｷﾞｺﾞｹ科 ﾋﾒﾀﾁｺﾞｹ Atrichum rhystophyllum ●

6 ﾅﾐｶﾞﾀﾀﾁｺﾞｹ Atrichum undulatum ● ●

7 ｺｽｷﾞｺﾞｹ Pogonatum inflexum ● ●

8 ｵｵｽｷﾞｺﾞｹ Polytrichastrum formosum ●

9 ﾎｳｵｳｺﾞｹ科 ﾂｸｼﾎｳｵｳｺﾞｹ Fissidens bryoides var. lateralis ● ●

10 ﾄｻｶﾎｳｵｳｺﾞｹ Fissidens dubius ● ● ● ●

11 ﾎｳｵｳｺﾞｹ Fissidens nobilis ● ● ● ●

12 ｷｬﾗﾎﾞｸｺﾞｹ Fissidens taxifolius ● ●

13 ｺﾎｳｵｳｺﾞｹ Fissidens teysmannianus ● ● ● ●

14 ｷﾝｼｺﾞｹ科 ﾔﾉｳｴﾉｱｶｺﾞｹ Ceratodon purpureus ● ●

15 ｷﾝｼｺﾞｹ Ditrichum pallidum ●

16 ｷﾇｼｯﾎﾟｺﾞｹ科 ｺｼｯﾎﾟｺﾞｹ Blindia japonica ●

17 ｼｯﾎﾟｺﾞｹ科 ﾂﾘﾊﾞﾘｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Bryohumbertia subcomosa ●

18 ｽｽｷｺﾞｹ Dicranella heteromalla ●

19 ｼｯﾎﾟｺﾞｹ Dicranum japonicum ●

20 ｵｵｼｯﾎﾟｺﾞｹ Dicranum nipponense ●

21 ｶﾓｼﾞｺﾞｹ Dicranum scoparium ●

22 ﾁﾁﾞﾐﾊﾞｺﾌﾞｺﾞｹ Oncophorus crispifolius ● ● ●

23 ｼﾗｶﾞｺﾞｹ科 ﾎｿﾊﾞｵｷﾅｺﾞｹ Leucobryum juniperoideum ● ● ● ● ● ● ● ●

24 ｾﾝﾎﾞﾝｺﾞｹ科 ﾈｼﾞｸﾁｺﾞｹ Barbula unguiculata ●

25 ﾂﾂｸﾁﾋｹﾞｺﾞｹ Oxystegus tenuirostris ● ●

26 ﾂﾁﾉｳｴﾉﾀﾏｺﾞｹ Weissia crispa ● ●

27 ﾅｶﾞﾊｺｺﾞｹ Weissia longidens ●

28 ｷﾞﾎﾞｳｼｺﾞｹ科 ﾎｿﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼｺﾞｹ Schistidium strictum ● ●

29 ﾋﾅﾉﾊｲｺﾞｹ科 ｻﾔｺﾞｹ Glyphomitrium humillimum ●

30 ﾋｮｳﾀﾝｺﾞｹ科 ﾋｮｳﾀﾝｺﾞｹ Funaria hygrometrica ●

31 ｱｾﾞｺﾞｹ Physcomitrium sphaericum ●

32 ﾊﾘｶﾞﾈｺﾞｹ科 ｷﾞﾝｺﾞｹ Bryum argenteum ●

33 ﾊﾘｶﾞﾈｺﾞｹ Plagiobryum capillare ● ●

34 ﾗﾝﾖｳﾊﾘｶﾞﾈｺﾞｹ Plagiobryum cyclophyllum ●

35 ｵｵｶｻｺﾞｹ Rhodobryum giganteum ●

36 ﾁｮｳﾁﾝｺﾞｹ科 ﾅﾒﾘﾁｮｳﾁﾝｺﾞｹ Mnium lycopodioides ● ● ● ● ●

37 ｺﾂﾎﾞｺﾞｹ Plagiomnium acutum ● ● ● ● ● ●

38 ﾂﾙﾁｮｳﾁﾝｺﾞｹ Plagiomnium maximoviczii ●

39 ｵｵﾊﾞﾁｮｳﾁﾝｺﾞｹ Plagiomnium vesicatum ● ●

40 ｹﾁｮｳﾁﾝｺﾞｹ Rhizomnium tuomikoskii ● ● ● ●

41 ｺﾊﾞﾉﾁｮｳﾁﾝｺﾞｹ Trachycystis microphylla ● ● ● ● ●

42 ﾋﾉｷｺﾞｹ科 ﾋﾉｷｺﾞｹ Pyrrhobryum dozyanum ● ● ●

43 ﾀﾏｺﾞｹ科 ﾀﾏｺﾞｹ Bartramia pomiformis ● ● ● ●

44 ﾀﾁﾋﾀﾞｺﾞｹ科 ﾐﾉｺﾞｹ Macromitrium japonicum ● ●

45 ﾀﾁﾋﾀﾞｺﾞｹ Orthotrichum consobrinum ● ● ●

46 ｶﾗﾌﾄｷﾝﾓｳｺﾞｹ Ulota crispa ● ● ● ●

47 ﾋｼﾞｷｺﾞｹ科 ﾋｼﾞｷｺﾞｹ Hedwigia ciliata ● ●

48 ﾊｲﾋﾓｺﾞｹ科 ｷﾖｽﾐｲﾄｺﾞｹ Barbella flagellifera ●

49 ﾋﾗｺﾞｹ科 ﾔﾏﾄﾋﾗｺﾞｹ Homalia trichomanoides var. japonica ● ●

50 ｷﾀﾞﾁﾋﾗｺﾞｹ Homaliodendron flabellatum ● ●

51 ﾁｬﾎﾞﾋﾗｺﾞｹ Neckera humilis ● ● ● ● ● ●

52 ｵｵﾄﾗﾉｵｺﾞｹ科 ｷﾀﾞﾁﾋﾀﾞｺﾞｹ Thamnobryum plicatulum ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.種の保護のため、オオミズゴケ及びクマノチョウジゴケ、クマノゴケの確認位置については表示していない。
　　　また、これらの種は種数として計上していない。

種名 学名
調査位置

No. 科名
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表 7-10-6(2) 蘚類の確認種 

 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

53 ｵｵﾄﾗﾉｵｺﾞｹ科 ｵｵﾄﾗﾉｵｺﾞｹ Thamnobryum subseriatum ● ● ● ● ● ●

54 ﾄﾗﾉｵｺﾞｹ科 ｺｸｻｺﾞｹ Dolichomitriopsis diversiformis ● ● ● ● ● ●

55 ﾋﾒｺｸｻｺﾞｹ Isothecium subdiversiforme ● ●

56 ｱﾌﾞﾗｺﾞｹ科 ｱﾌﾞﾗｺﾞｹ Hookeria acutifolia ● ● ● ●

57 ｸｼﾞｬｸｺﾞｹ科 ｸｼﾞｬｸｺﾞｹ Hypopterygium flavolimbatum ● ●

58 ﾋｹﾞｺﾞｹ科 ｴﾀﾞｳﾛｺｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Fauriella tenuis ● ● ● ●

59 ｺｺﾞﾒｺﾞｹ科 ｲﾇｹｺﾞｹ Schwetschkeopsis fabronia ● ● ●

60 ｳｽｸﾞﾛｺﾞｹ科 ｵｶﾑﾗｺﾞｹ Okamuraea hakoniensis ● ● ●

61 ｱｻｲﾄｺﾞｹ Pseudoleskeopsis zippelii ● ●

62 ｼﾉﾌﾞｺﾞｹ科 ﾏｷﾊﾊﾘｺﾞｹ Claopodium assurgens ●

63 ﾉﾐﾊﾆﾜｺﾞｹ Haplocladium angustifolium ● ● ● ● ● ● ●

64 ｺﾒﾊﾞｷﾇｺﾞｹ Haplocladium microphyllum ●

65 ｲﾜｲﾄｺﾞｹ Haplohymenium triste ● ● ● ● ● ●

66 ｲｾﾉｲﾄﾂﾙｺﾞｹ Heterocladium capillaceum ● ●

67 ﾋﾒｼﾉﾌﾞｺﾞｹ Thuidium cymbifolium ● ● ● ● ●

68 ｺﾊﾞﾉｴｿﾞｼﾉﾌﾞｺﾞｹ Thuidium delicatulum ● ●

69 ﾄﾔﾏｼﾉﾌﾞｺﾞｹ Thuidium kanedae ● ● ● ● ● ● ● ●

70 ｱｵｼﾉﾌﾞｺﾞｹ Thuidium pristocalyx ● ● ●

71 ﾁｬﾎﾞｼﾉﾌﾞｺﾞｹ Thuidium sparsifolium ●

72 ｱｵｷﾞﾇｺﾞｹ科 ﾅｶﾞﾋﾂｼﾞｺﾞｹ Brachythecium buchananii ● ● ●

73 ｺﾏﾉﾋﾂｼﾞｺﾞｹ Brachythecium coreanum ●

74 ﾋﾓﾋﾂｼﾞｺﾞｹ Brachythecium helminthocladum ● ●

75 ﾊﾈﾋﾂｼﾞｺﾞｹ Brachythecium plumosum ● ● ● ● ● ●

76 ｱｵｷﾞﾇｺﾞｹ Brachythecium populeum ● ● ●

77 ﾔﾉﾈｺﾞｹ Bryhnia novae-angliae ● ● ● ● ● ●

78 ﾈｽﾞﾐﾉｵｺﾞｹ Myuroclada maximowiczii ● ●

79 ﾂｸｼﾅｷﾞｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Oxyrrhynchium hians ● ● ● ● ●

80 ﾋﾒﾅｷﾞｺﾞｹ Oxyrrhynchium savatieri ● ● ● ●

81 ｺｶﾔｺﾞｹ Rhynchostegium pallidifolium ● ● ●

82 ｱｵﾊｲｺﾞｹ Rhynchostegium riparioides ● ●

83 ﾂﾔｺﾞｹ科 ｻｸﾗｼﾞﾏﾂﾔｺﾞｹ Entodon calycinus ● ●

84 ﾋﾛﾂﾔｺﾞｹ Entodon challengeri ● ● ●

85 ｻﾅﾀﾞｺﾞｹ科 ｵｵｻﾅﾀﾞｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Plagiothecium euryphyllum ● ● ● ● ● ●

86 ﾐﾔﾏｻﾅﾀﾞｺﾞｹ Plagiothecium nemorale ● ● ● ●

87 ﾅｶﾞﾊｼｺﾞｹ科 ﾋﾒｶｶﾞﾐｺﾞｹ Brotherella complanata ●

88 ｶｶﾞﾐｺﾞｹ Brotherella henonii ● ● ● ● ● ● ● ●

89 ｺﾓﾁｲﾄｺﾞｹ Pylaisiadelpha tenuirostris ● ● ● ● ●

90 ｹｶｶﾞﾐｺﾞｹ Pylaisiadelpha yokohamae ● ● ●

91 ﾅｶﾞﾊｼｺﾞｹ Sematophyllum subhumile ● ● ●

92 ﾀｶｻｺﾞｷﾘｺﾞｹ Sematophyllum subpinnatum ●

93 ﾅﾝﾖｳﾄｹﾞﾊｲｺﾞｹ Wijkia hornschuchii ● ● ● ●

94 ﾊｲｺﾞｹ科 ｸｻｺﾞｹ Callicladium haldanianum ●

95 ｸｼﾉﾊｺﾞｹ Ctenidium capillifolium ● ● ● ● ●

96 ｺｸｼﾉﾊｺﾞｹ Ctenidium hastile ● ●

97 ｵﾆｸｼﾉﾊｺﾞｹ Ctenidium percrassum ●

98 ﾐﾁﾉｸｲﾁｲｺﾞｹ Herzogiella perrobusta ● ● ● ●

99 ﾋﾒﾊｲｺﾞｹ Hypnum oldhamii ● ● ● ●

100 ﾊｲｺﾞｹ Hypnum plumaeforme ● ● ● ● ● ● ●

101 ｲﾄﾊｲｺﾞｹ Hypnum tristoviride ● ●

102 ｲﾇｻﾅﾀﾞｺﾞｹ Platygyrium repens ●

103 ﾋﾀﾞﾊｲﾁｲｺﾞｹ Pseudotaxiphyllum densum ●

104 ﾋｺﾞｲﾁｲｺﾞｹ Pseudotaxiphyllum maebarae ● ●

105 ｱｶｲﾁｲｺﾞｹ Pseudotaxiphyllum pohliaecarpum ● ● ● ● ● ●

106 ｷｬﾗﾊｺﾞｹ Taxiphyllum taxirameum ● ● ● ●

107 ｲﾜﾀﾞﾚｺﾞｹ科 ﾌﾄﾘｭｳﾋﾞｺﾞｹ Hylocomium brevirostre var. cavifolium ● ● ● ● ●

22 62 47 30 11 7 50 12 48 18

注）1.●は確認種を示す。
　　2.種の保護のため、オオミズゴケ及びクマノチョウジゴケ、クマノゴケの確認ついては表示していない。
　　　また、これらの種は種数として計上していない。

合計　35科107種

調査位置
No. 科名 種名 学名
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（4）苔類 

事業計画地及びその周辺で確認された苔類は表 7-10-7(1)及び表 7-10-7(2)に示すと

おり 25 科 60 種であった。 

 

表 7-10-7(1) 苔類の確認種 

 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 ｺﾏﾁｺﾞｹ科 ｺﾏﾁｺﾞｹ Haplomitrium mnioides ●

2 ﾏﾂﾊﾞｳﾛｺｺﾞｹ科 ﾁｬﾎﾞﾏﾂﾊﾞｳﾛｺｺﾞｹ Blepharostoma minus ● ● ● ● ● ● ●

3 ﾑｸﾑｸｺﾞｹ科 ﾑｸﾑｸｺﾞｹ Trichocolea tomentella ● ● ● ●

4 ﾑﾁｺﾞｹ科 ﾑﾁｺﾞｹ Bazzania pompeana ●

5 ｺﾑﾁｺﾞｹ Bazzania tridens ● ●

6 ｺｽｷﾞﾊﾞｺﾞｹ Kurzia makinoana ● ● ●

7 ﾂｷﾇｷｺﾞｹ科 ﾁｬﾎﾞﾎﾗｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Calypogeia arguta ● ● ● ● ● ● ●

8 ﾄｻﾎﾗｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Calypogeia tosana ● ● ● ● ● ● ● ●

9 ﾔﾊﾞﾈｺﾞｹ科 ｵﾀﾙﾔﾊﾞﾈｺﾞｹ Cephalozia otaruensis ● ● ● ● ● ●

10 ｺﾔﾊﾞﾈｺﾞｹ科 ｺﾊﾞﾉﾔﾊﾞﾈｺﾞｹ Cephaloziella microphylla ● ● ●

11 ｳﾆﾔﾊﾞﾈｺﾞｹ Cephaloziella spinicaulis ● ● ●

12 ﾂﾎﾞﾐｺﾞｹ科 ｵｵﾎｳｷｺﾞｹ Jungermannia infusca ● ● ●

13 ﾂﾂｿﾛｲｺﾞｹ Jungermannia subulata ●

14 ﾂｸｼﾂﾎﾞﾐｺﾞｹ Jungermannia truncata ●

15 ｼﾛｺｵｲｺﾞｹ科 ﾉｺｷﾞﾘｺｵｲｺﾞｹ Diplophyllum serrulatum ● ●

16 ﾎｿﾊﾞｺｵｲｺﾞｹ Diplophyllum taxifolium ●

17 ﾋｼｬｸｺﾞｹ科 ｳﾆﾊﾞﾋｼｬｸｺﾞｹ Scapania ciliata ● ● ●

18 ｼﾀﾊﾞﾋｼｬｸｺﾞｹ Scapania ligulata ● ● ● ●

19 ﾁｬﾎﾞﾋｼｬｸｺﾞｹ Scapania stephanii ●

20 ｳﾛｺｺﾞｹ科 ｳﾛｺｺﾞｹ Heteroscyphus argutus ●

21 ｵｵｳﾛｺｺﾞｹ Heteroscyphus coalitus ● ● ● ● ●

22 ﾂｸｼｳﾛｺｺﾞｹ Heteroscyphus planus ● ●

23 ﾄｻｶｺﾞｹ Lophocolea heterophylla ● ● ● ● ● ●

24 ﾋﾒﾄｻｶｺﾞｹ Lophocolea minor ● ● ● ● ● ● ●

25 ﾊﾈｺﾞｹ科 ﾏﾙﾊﾞﾊﾈｺﾞｹ Plagiochila ovalifolia ● ● ●

26 ｺﾊﾈｺﾞｹ Plagiochila sciophila ● ● ● ● ● ●

27 ﾀｶﾈﾊﾈｺﾞｹ Plagiochila semidecurrens ●

28 ｹﾋﾞﾗｺﾞｹ科 ｸﾋﾞﾚｹﾋﾞﾗｺﾞｹ Radula constricta ●

29 ﾔﾏﾄｹﾋﾞﾗｺﾞｹ Radula japonica ● ● ●

30 ｼｹﾞﾘｹﾋﾞﾗｺﾞｹ Radula javanica ●

31 ｺｳﾔｹﾋﾞﾗｺﾞｹ Radula kojana ● ● ● ●

32 ｻﾜﾗｺﾞｹ科 ｲﾇﾑｸﾑｸｺﾞｹ Trichocoleopsis sacculata ●

33 ｸﾗﾏｺﾞｹﾓﾄﾞｷ科 ﾁﾁﾞﾐｶﾔｺﾞｹ Macvicaria ulophylla ●

34 ﾋﾒｸﾗﾏｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Porella caespitans var. cordifolia ● ●

35 ﾔﾏﾄｸﾗﾏｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Porella japonica ●

36 ｸﾗﾏｺﾞｹﾓﾄﾞｷ Porella perrottetiana ● ●

37 ﾔｽﾃﾞｺﾞｹ科 ｶﾗﾔｽﾃﾞｺﾞｹ Frullania muscicola ● ● ● ● ● ●

38 ｼﾀﾞﾚﾔｽﾃﾞｺﾞｹ Frullania tamarisci ssp. obscura ●

39 ﾋﾒｳﾙｼｺﾞｹ科 ｼﾞｬﾊﾞｳﾙｼｺﾞｹ Jubula hutchinsiae ssp. javanica ● ● ● ●

40 ﾋﾒｳﾙｼｺﾞｹ Jubula japonica ● ● ●

41 ｸｻﾘｺﾞｹ科 ﾋﾒﾐﾉﾘｺﾞｹ Acrolejeunea pusilla ●

42 ﾔﾏﾄﾖｳｼﾞｮｳｺﾞｹ Cololejeunea japonica ● ● ● ● ●

43 ﾄｻﾉｹｸｻﾘｺﾞｹ Cololejeunea kodamae ●

44 ﾋﾒｸｻﾘｺﾞｹ Cololejeunea longifolia ●

45 ﾅｶﾞｼﾀﾊﾞﾖｳｼﾞｮｳｺﾞｹ Cololejeunea raduliloba ●

46 ﾀﾁﾊﾞﾖｳｼﾞｮｳｺﾞｹ Cololejeunea subkodamae ● ●

47 ﾔﾏﾄｺﾐﾐｺﾞｹ Lejeunea japonica ● ● ● ●

48 ｺﾀﾞﾏｸｻﾘｺﾞｹ Lejeunea kodamae ●

49 ｺｸｻﾘｺﾞｹ Lejeunea ulicina ● ● ● ●

50 ﾌﾙﾉｺｺﾞｹ Trocholejeunea sandvicensis ●

注）1.●は確認種を示す。

調査位置
No. 科名 種名 学名
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表 7-10-7(2) 苔類の確認種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）地衣類 

事業計画地及びその周辺で確認された地衣類は表 7-10-8 に示すとおり 6 科 13 種であ

った。 

 

表 7-10-8 地衣類の確認種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）藻類 

「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ８－植物Ⅱ（維管束植物

以外）」及び「改訂・広島県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブックひろし

ま 2003－」、「広島市の生物 補遺版」に掲載されている藻類は、肉眼で生育が確認でき

る大型藻類であるため、本調査ではこれらの藻類に着目して調査を実施した。 

事業計画地及びその周辺で確認された大型藻類は、緑藻類のアオミドロ属の一種のみ

であった。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

51 ﾐｽﾞｾﾞﾆｺﾞｹ科 ﾎｿﾊﾞﾐｽﾞｾﾞﾆｺﾞｹ Pellia endiviifolia ● ●

52 ｸﾓﾉｽｺﾞｹ科 ｸﾓﾉｽｺﾞｹ Pallavicinia subciliata ● ●

53 ｽｼﾞｺﾞｹ科 ｺﾀﾞﾏﾃﾝｸﾞｻｺﾞｹ Riccardia kodamae ●

54 ﾅｶﾞｻｷﾃﾝｸﾞｻｺﾞｹ Riccardia nagasakiensis ● ● ●

55 ﾌﾀﾏﾀｺﾞｹ科 ﾐﾔﾏﾌﾀﾏﾀｺﾞｹ Metzgeria furcata ● ● ● ● ●

56 ﾔﾏﾄﾌﾀﾏﾀｺﾞｹ Metzgeria lindbergii ● ● ● ●

57 ｺﾓﾁﾌﾀﾏﾀｺﾞｹ Metzgeria temperata ● ● ● ●

58 ｱｽﾞﾏｾﾞﾆｺﾞｹ科 ｹｾﾞﾆｺﾞｹ Dumortiera hirsuta ● ●

59 ｼﾞｬｺﾞｹ科 ｼﾞｬｺﾞｹ Conocephalum conicum ● ● ● ● ●

60 ｼﾞﾝｶﾞｻｺﾞｹ科 ｼﾞﾝｶﾞｻｺﾞｹ Reboulia hemisphaerica ssp. orientalis ●

18 29 28 17 0 0 25 13 29 13

注）1.●は確認種を示す。

合計　25科60種

No. 科名 種名 学名
調査位置

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 ﾊﾅｺﾞｹ科 ﾔﾘﾉﾎｺﾞｹ Cladonia coniocraea ● ●

2 ｲﾜﾉﾘ科 ｺﾊﾞﾉｱｵｷﾉﾘ Leptogium moluccanum var. myriopyllinum ●

3 ﾓｼﾞｺﾞｹ科 ｾｽｼﾞﾓｼﾞｺﾞｹ Graphis proserpens ●

4 ﾎｿﾓｼﾞｺﾞｹ Graphis tenella ● ● ●

5 ﾎﾞﾝｼﾞｺﾞｹ Phaeographis asteriformis ●

6 ｳﾒﾉｷｺﾞｹ科 ｾﾝｼｺﾞｹ Menegazzia terebrata ● ●

7 ﾋｶｹﾞｳﾁｷｳﾒ Myelochroa leucotyliza ●

8 ﾄｹﾞｳﾒﾉｷｺﾞｹ Parmelinopsis minarum ●

9 ｺﾅﾋﾒｳﾒﾉｷｺﾞｹ Parmeliopsis spumosa ● ●

10 ﾏﾂｹﾞｺﾞｹ Rimelia clavulifera ●

11 ﾍﾘﾄﾘｺﾞｹ科 ﾍﾘﾄﾘｺﾞｹ Porpidia albocaerulescens ● ●

12 ｱﾅｲﾎﾞｺﾞｹ科 ﾉﾙﾏﾝｺﾞｹ Normandina pulchella ● ●

13 不完全地位 ﾚﾌﾟﾗｺﾞｹ Lepraria sp. ● ● ● ●

0 0 2 5 0 0 10 0 6 0

注）1.●は確認種を示す。

合計　6科13種

学名
調査位置

No. 科名 種名
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（7）菌類 

事業計画地及びその周辺で確認された菌類は表 7-10-9(1)～表 7-10-9(10)に示すとお

り 14 目 50 科 235 種であった。 

 

表 7-10-9(1) 菌類の確認種 

 調査年

調査月 7 10 10 10 11 11 2 2 3 3 4

調査日 28 7 17 24 4 21 2 21 7 24 14

1 担子菌亜門 ﾋﾗﾀｹ科 ｷﾋﾗﾀｹ Phyllotopsis nidulans

2 　ﾊﾗﾀｹ目 ﾋﾗﾀｹ Pleurotus ostreatus ● ● ●

3 ｳｽﾋﾗﾀｹ Pleurotus pulmonarius ● ●

4 ｷｼﾒｼﾞ科 ｵｵｷﾂﾈﾀｹ Laccaria bicolor ● ●

5 ｷﾂﾈﾀｹ Laccaria laccata ●

6 ｶﾚﾊﾞｷﾂﾈﾀｹ Laccaria vinaceoavellanea ● ●

7 ｶﾔﾀｹ Clitocybe gibba

8 ﾔﾄﾞﾘｷﾞｲﾇｼﾒｼﾞ Clitocybe eccentrica ●

9 ｻﾏﾂﾓﾄﾞｷ Tricholomopsis rutilans

10 ﾐﾈｼﾒｼﾞ Tricholoma saponaceum ●

11 ﾅﾗﾀｹ Armillariella mellea ssp. nipponica

12 ﾋﾅﾉﾋｶﾞｻ Gerronema fibula

13 ﾋﾒｷｼﾒｼﾞ Callistosporium luteoolivaceum ● ●

14 ｽｷﾞﾋﾗﾀｹ Pleurocybella porrigens ● ● ● ● ●

15 ｴｾｵﾘﾐｷ Collybia butyracea ● ● ●

16 ﾓﾘﾉｶﾚﾊﾞﾀｹ Collybia dryophila ●

17 ｱﾏﾀｹ Collybia confluens

18 ﾜｻﾋﾞｶﾚﾊﾞﾀｹ Collybia peronata ●

19 ﾋﾒﾑｷﾀｹ Hohenbuehelia reniformis

20 ﾜｻﾋﾞﾀｹ Panellus stypticus ● ● ● ●

21 ﾇﾒﾘﾂﾊﾞﾀｹ Oudemansiella mucida ● ●

22 ﾋﾛﾋﾀﾞﾀｹ Oudemansiella platyphylla ●

23 ｽｷﾞｴﾀﾞﾀｹ Strobilurus ohshimae ● ● ●

24 ﾏﾂｶｻｷﾉｺﾓﾄﾞｷ Strobilurus stephanocystis ●

25 ﾊﾅｵﾁﾊﾞﾀｹ Marasmius pulcherripes

26 ﾔﾏｳﾊﾞﾉｶﾐﾉｹﾀｹ Marasmius sp.

27 ﾋﾉｷｵﾁﾊﾞﾀｹ Marasmiellus chamaecyparidis

28 ｱｼｸﾞﾛﾎｳﾗｲﾀｹ Marasmiellus nigripes

29 ｸﾇｷﾞﾀｹ Mycena galericulata ● ●

30 ｱｼﾅｶﾞﾀｹ Mycena polygramma ● ●

31 ﾁｼｵﾀｹ Mycena haematopoda ● ● ● ●

32 ｻｸﾗﾀｹ Mycena pura ● ● ●

33 ｱｸﾆｵｲﾀｹ Mycena stipata

34 ﾋﾒｶﾊﾞｲﾛﾀｹ Xeromphalina campanella ●

35 ｴﾉｷﾀｹ Flammulina velutipes ● ●

36 ﾀﾞｲﾀﾞｲｶﾞｻ Cyptotrama asprata

37 ﾃﾝｸﾞﾀｹ科 ﾋﾒｺﾅｶﾌﾞﾘﾂﾙﾀｹ Amanita farinosa

38 ﾊｲｶｸﾞﾗﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita sinensis

39 ﾃﾝｸﾞﾀｹﾀﾞﾏｼ Amanita sychnopyramis f. subannulata

40 ﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita pantherina

41 ﾂﾙﾀｹ Amanita vaginata

42 ｶﾊﾞｲﾛﾂﾙﾀｹ Amanita fulva

43 ﾀﾏｺﾞﾀｹ Amanita hemibapha ●

44 ｸﾛｺﾀﾏｺﾞﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita citrina var. grisea

45 ﾄﾞｸﾂﾙﾀｹ Amanita virosa ● ● ●

46 ｺﾃﾝｸﾞﾀｹﾓﾄﾞｷ Amanita pseudoporphyria ● ●

47 ﾌｸﾛﾂﾙﾀｹ Amanita volvata

48 ｼﾛﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita neoovoidea ●

49 ｶﾞﾝﾀｹ Amanita rubescens

50 ﾍﾋﾞｷﾉｺﾓﾄﾞｷ Amanita spissacea

51 ｺﾄﾋﾗｼﾛﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita  kotohiraensis ●

52 ｶﾌﾞﾗﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita gymnopus ●

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、これらの種は調査毎の合計に種数として計上していない。

学名No. 科名

平成18年

種名分類群

平成17年
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表 7-10-9(2) 菌類の確認種 

 調査年

調査月 7 10 10 10 11 11 2 2 3 3 4

調査日 28 7 17 24 4 21 2 21 7 24 14

53 担子菌亜門 ﾃﾝｸﾞﾀｹ科 ﾀﾏｼﾛｵﾆﾀｹ Amanita abrupta

54 　ﾊﾗﾀｹ目 ｳﾗﾍﾞﾆｶﾞｻ科 ｳﾗﾍﾞﾆｶﾞｻ Pluteus atricapillus ● ●

55 ﾋﾒﾍﾞﾆﾋﾀﾞﾀｹ Pluteus nanus ●

56 ﾊﾗﾀｹ科 ﾏﾝﾄｶﾗｶｻﾀｹ Macrolepiota sp.

57 ｶﾗｶｻﾀｹ Macrolepiota procera ● ●

58 ﾜﾀｶﾗｶｻﾀｹ Lepiota clypeolaria ●

59 ｸﾛﾋﾒｵﾆﾀｹ Cystoagaricus strobilomyces

60 ﾋﾄﾖﾀｹ科 ﾋﾄﾖﾀｹ Coprinus atramentarius

61 ｷﾗﾗﾀｹ Coprinus micaceus ●

62 ｲﾇｾﾝﾎﾞﾝﾀｹ Coprinus disseminatus

63 ｲﾀﾁﾀｹ Psathyrella candolliana ●

64 ﾊｺﾞﾛﾓｲﾀﾁﾀｹ Psathyrella delineata ● ● ●

65 ﾑｻｻﾋﾞﾀｹ Psathyrella piluliformis ● ●

66 ﾑｼﾞﾅﾀｹ Psathyrella velutina

67 ｵｷﾅﾀｹ科 ﾌﾐﾂﾞｷﾀｹ Agrocybe praecox

68 ﾂﾁﾅﾒｺ Agrocybe erebia ●

69 ｺｶﾞｻﾀｹ Conocybe tenera

70 ﾓｴｷﾞﾀｹ科 ﾓｴｷﾞﾀｹ Stropharia aeruginosa ● ●

71 ﾆｶﾞｸﾘﾀｹ Naematoloma fasciculare ● ● ● ● ● ●

72 ｾﾝﾎﾞﾝｲﾁﾒｶﾞｻ Kuehneromyces mutabilis ● ● ●

73 ﾌｳｾﾝﾀｹ科 ｷｲﾛｱｾﾀｹ Inocybe lutea

74 ｳｽﾑﾗｻｷﾌｳｾﾝﾀｹ Cortinarius subalboviolaceus ●

75 ﾑﾗｻｷﾌｳｾﾝﾀｹ Cortinarius violaceus

76 ﾁｬﾂﾑﾀｹ Gymnopilus liquiritiae ● ● ● ●

77 ｹｺｶﾞｻﾀｹ Galerina vittaeformis ●

78 ﾁｬﾋﾗﾀｹ科 ｸﾘｹﾞﾉﾁｬﾋﾗﾀｹ Crepidotos badiofloccosus ●

79 ｲｯﾎﾟﾝｼﾒｼﾞ科 ｱｶｲﾎﾞｶｻﾀｹ Entoloma quadratum

80 ｼﾛｲﾎﾞｶｻﾀｹ Entoloma murraii

81 ﾐｲﾉﾓﾐｳﾗﾓﾄﾞｷ Entoloma staurosporum ●

82 ﾄｶﾞﾘｳﾗﾍﾞﾆﾀｹ Entoloma acutoconicus

83 ｺﾝｲﾛｲｯﾎﾟﾝｼﾒｼﾞ Entoloma cyanonigrum

84 ｸｻｳﾗﾍﾞﾆﾀｹ Entoloma rhodopolium ●

85 ﾋﾀﾞﾊﾀｹ科 ﾆﾜﾀｹ Paxillus atrotomentosus

86 ｻｹﾊﾞﾀｹ Paxillus curtisii ● ●

87 ｵｳｷﾞﾀｹ科 ｵｳｷﾞﾀｹ Gomphidius roseus ●

88 ｲｸﾞﾁ科 ｸﾘｲﾛｲｸﾞﾁ Gyroporus castaneus

89 ｱﾐﾀｹ Suillus granulatus ●

90 ﾋﾒﾇﾒﾘｲｸﾞﾁ Suillus viscidipes ●

91 ｷﾋﾀﾞﾀｹ Phylloporus bellus

92 ｲﾛｶﾞﾜﾘｷﾋﾀﾞﾀｹ Phylloporus bellus var. cyanescens

93 ｸﾛｱｻﾞｱﾜﾀｹ Xerocomus nigromaculatus

94 ｷｲﾛｲｸﾞﾁ Pulveroboletus revenelii

95 ﾊﾅｶﾞｻｲｸﾞﾁ Pulveroboletus auriflammeus

96 ﾋﾒｳｸﾞｲｽｲｸﾞﾁ Pulveroboletus viridis

97 ﾇﾒﾘｺｳｼﾞﾀｹ Aureoboletus thibetanus

98 ﾔﾏﾄﾞﾘﾀｹﾓﾄﾞｷ Boletus reticulatus

99 ｵｵﾐﾉｸﾛｱﾜﾀｹ Boletus griseus var. fuscus

100 ｺｶﾞﾈﾔﾏﾄﾞﾘ Boletus auripes

101 ｷｱﾐｱｼｲｸﾞﾁ Boletus ornatipes

102 ﾂﾌﾞｴﾉｳﾗﾍﾞﾆｲｸﾞﾁ Boletus granulopunctatus

103 ﾅｶﾞｴﾉｳﾗﾍﾞﾆｲｸﾞﾁ Boletus puericinus

104 ﾎｵﾍﾞﾆｼﾛｱｼｲｸﾞﾁ Tylopilus valens

105 ﾌﾞﾄﾞｳﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus vinosobrunneus 

106 ﾇﾒﾘﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus castaneiceps ●

107 ﾆｶﾞｲｸﾞﾁﾓﾄﾞｷ Tylopilus neofelleus ●

108 ｺﾋﾞﾁｬﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus otsuensis

109 ｳﾗｸﾞﾛﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus eximius ●

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、これらの種は調査毎の合計に種数として計上していない。

平成18年

No. 分類群 科名 種名 学名

平成17年
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表 7-10-9(3) 菌類の確認種 

 調査年

調査月 7 10 10 10 11 11 2 2 3 3 4

調査日 28 7 17 24 4 21 2 21 7 24 14

110 担子菌亜門 ｲｸﾞﾁ科 ｺｳﾗｸﾞﾛﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus eximinus var. nanus

111 　ﾊﾗﾀｹ目 ｷﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus ballouii ●

112 ｱｶﾔﾏﾄﾞﾘ Leccinum extremiorientale

113 ｵﾆｲｸﾞﾁ科 ｷｸﾊﾞﾅｲｸﾞﾁ Boletellus emodensis

114 ｾｲﾀｶｲｸﾞﾁ Boletellus russellii

115 ｱﾔﾒｲｸﾞﾁ Boletellus chrysenteroides

116 ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｲｸﾞﾁ Boletellus obscurecoccineus

117 ｱｼﾅｶﾞｲｸﾞﾁ Boletellus elatus

118 ﾍﾞﾆｲｸﾞﾁ Heimiella japonica

119 ﾍﾞﾆﾀｹ科 ｱｶｶﾊﾞｲﾛﾀｹ Russula compacta

120 ｲﾛｶﾞﾜﾘｼﾛﾊﾂ Russula metachroa

121 ｳｺﾝﾊﾂ Russula flavida

122 ｵｷﾅｸｻﾊﾂ Russula senecis

123 ｸｻﾊﾂﾓﾄﾞｷ Russula laurocerasi

124 ｹｼｮｳﾊﾂ Russula violeipes

125 ﾁｷﾞﾚﾊﾂﾀｹ Russula vesca

126 ﾂｷﾞﾊｷﾞﾊﾂ Russula eburneoareolata ●

127 ﾄﾞｸﾍﾞﾆﾀｹ Russula emetica ● ● ● ●

128 ﾄﾞｸﾍﾞﾆﾀﾞﾏｼ Russula neoemetica ● ●

129 ﾋﾅﾍﾞﾆﾀｹ Russula kansaiensis ●

130 ﾋﾋﾞﾜﾚｼﾛﾊﾂ Russula alboareolata

131 ﾔﾌﾞﾚﾍﾞﾆﾀｹ Russula lepida ●

132 ｷﾁﾁﾀｹ Lactarius chrysorrheus ● ● ● ●

133 ﾁﾁﾀｹ Lactarius volemus ●

134 ﾁｮｳｼﾞﾁﾁﾀｹ Lactarius quietus ● ● ●

135 ﾆｾﾋﾒﾁﾁﾀｹ Lactarius camphoratus

136 ﾋﾛﾊｳｽｽﾞﾐﾁﾁﾀｹ Lactarius subplinthogalus ●

137 ﾊﾂﾀｹ Lactarius hatsudake ●

138 　ﾋﾀﾞﾅｼﾀｹ目 ｽｴﾋﾛﾀｹ科 ｽｴﾋﾛﾀｹ Schizophyllum commune

139 ｱﾝｽﾞﾀｹ科 ｱﾝｽﾞﾀｹ Cantharellus cibarius

140 ﾋﾅｱﾝｽﾞﾀｹ Cantharellus minor

141 ﾄｷｲﾛﾗｯﾊﾟﾀｹ Cantharellus luteocomus ●

142 ｼﾛｿｳﾒﾝﾀｹ科 ﾅｷﾞﾅﾀﾀｹ Ramariopsis fusiformis

143 ﾌｻﾋﾒﾎｳｷﾀｹ科 ﾌｻﾋﾒﾎｳｷﾀｹ Clavicorona pyxidata ●

144 ｳﾛｺﾀｹ科 ﾁｬｳﾛｺﾀｹ Stereum ostrea

145 ﾁｳﾛｺﾀｹ Stereum gausapatum

146 ｼﾐﾀﾞｼｶﾀｳﾛｺﾀｹ Stereum rugosum

147 ｷｳﾛｺﾀｹ Stereum hirsutum

148 ﾓﾐｼﾞｳﾛｺﾀｹ Xylobolus spectabilis

149 ｶﾐｺｳﾔｸﾀｹ Phlebiopsis gigantea

150 ｲﾄﾞﾀｹ科 ｷｼﾜﾀｹ Pseudmerulius aureus ●

151 ｺｳﾔｸﾀｹ科 ｶﾀｺﾒﾊﾞﾀｹ Phlebia queletii

152 ｳｽｷｲﾛｶﾜﾀｹ Phanerochaete sordida

153 ｴﾋﾞｺｳﾔｸﾀｹ Cylindrobasidium evolvens

154 ｻｶﾞﾘﾊﾘﾀｹ Radulodon copelandii ● ● ●

155 ﾁﾁﾞﾚﾀｹ Plicaturopsis crispa ● ● ● ● ●

156 ﾗｸﾉｸﾗｼﾞｳﾑ科 ﾆｵｲｳﾛｺﾀｹ Scytinostroma odoratum

157 ｼﾜﾀｹ科 ｼﾜﾀｹ Phlebia tremellosa ● ● ● ●

158 ﾀﾁｳﾛｺﾀｹ科 ﾊﾅｳﾛｺﾀｹ Stereopsis burtianum ●

159 ｶﾉｼﾀ科 ｶﾉｼﾀ Hydnum repandum ● ●

160 ｼﾛｶﾉｼﾀ Hydnum repandum var. album ●

161 ｲﾎﾞﾀｹ科 ﾎﾞﾀﾝｲﾎﾞﾀｹ Thelephora aurantiotincta

162 ﾓﾐｼﾞﾀｹ Thelephora palmata

163 ﾆﾝｷﾞｮｳﾀｹﾓﾄﾞｷ科 ﾆﾝｷﾞｮｳﾀｹ Albatrellus confluens ●

164 ｻﾙﾉｺｼｶｹ科 ﾊﾁﾉｽﾀｹ Polyporus alveolarius

165 ｱﾐｽｷﾞﾀｹ Polyporus arcularius

166 ｷｱｼｸﾞﾛﾀｹ Polyporus varius ● ●

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、これらの種は調査毎の合計に種数として計上していない。

学名

平成17年 平成18年

No. 分類群 科名 種名
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表 7-10-9(4) 菌類の確認種 

 調査年

調査月 7 10 10 10 11 11 2 2 3 3 4

調査日 28 7 17 24 4 21 2 21 7 24 14

167 担子菌亜門 ｻﾙﾉｺｼｶｹ科 ﾂﾔｳﾁﾜﾀｹ Microporus vernicipes

168 　ﾋﾀﾞﾅｼﾀｹ目 ﾋﾄｸﾁﾀｹ Cryptoporus volvatus

169 ｵｼﾛｲﾀｹ Oligoporus tephroleucus

170 ｼﾐﾀｹ Oligoporus flagilis ● ●

171 ｱｵｿﾞﾒﾀｹ Oligoporus caesius ●

172 ﾇﾙﾃﾞﾀｹ Porodisculus pendulus

173 ﾆｯｹｲﾀｹ Coltricia cinnamomea

174 ﾋｲﾛﾀｹ Pycnoporus coccineus

175 ﾋﾛﾊﾉｷｶｲｶﾞﾗﾀｹ Gloeophyllum subferrugineum

176 ﾎｳﾛｸﾀｹ Daedalea dickinsii

177 ｸｼﾞﾗﾀｹ Trametes orientalis

178 ｶﾜﾗﾀｹ Trametes versicolor

179 ﾆｸｳｽﾊﾞﾀｹ Antrodiella zonata

180 ｼｯｸｲﾀｹ Antrodiella gypsea

181 ｶｲｶﾞﾗﾀｹ Lenzites betulinus

182 ﾚﾝｶﾞﾀｹ Heterobasidion insularis

183 ｼﾊｲﾀｹ Trichaptum abietinum

184 ﾊｶﾜﾗﾀｹ Trichaptum biforme

185 ﾔｹｲﾛﾀｹ Bjerkandera adusta

186 ｴｺﾞﾉｷﾀｹ Daedaleopsis styracina

187 ﾐｲﾛｱﾐﾀｹ Daedaleopsis purpurea

188 ﾁｬｶｲｶﾞﾗﾀｹ Daedaleopsis tricolor

189 ﾂｶﾞｻﾙﾉｺｼｶｹ Fomitopsis pinicola

190 ﾎｳﾈﾝﾀｹ Loweporus pubertatis

191 ｱﾅﾀｹ Hyphodontia flavipora

192 ﾋﾒｼﾛｶｲﾒﾝﾀｹ Oxyporus cuneatus

193 ﾏﾝﾈﾝﾀｹ科 ﾏﾝﾈﾝﾀｹ Ganoderma lucidum

194 ﾀﾊﾞｺｳﾛｺﾀｹ科 ｻｼﾞﾀｹ Onnia scaura

195 ｺｶﾞﾈｳｽﾊﾞﾀｹ Hydnochaete tabacinoides

196 　ﾆｾｼｮｳﾛ目 ﾆｾｼｮｳﾛ科 ｳｽｷﾆｾｼｮｳﾛ Scleoderma flavidum

197 　ｹｼﾎﾞｳｽﾞﾀｹ目 ｸﾁﾍﾞﾆﾀｹ科 ｸﾁﾍﾞﾆﾀｹ Calostoma japonicum

198 　ﾎｺﾘﾀｹ目 ﾋﾒﾂﾁｸﾞﾘ科 ﾌｸﾛﾂﾁｶﾞｷ Geastrum saccatum ●

199 ﾋﾅﾂﾁｶﾞｷ Geastrum mirabile ●

200 ﾎｺﾘﾀｹ科 ﾉｳﾀｹ Calvatia craniiformis ●

201 ﾎｺﾘﾀｹ Lycoperdon perlatum ● ● ● ● ●

202 　ｽｯﾎﾟﾝﾀｹ目 ｱｶｶｺﾞﾀｹ科 ｻﾝｺﾀｹ Pseudocolus schellenbergiae

203 ｽｯﾎﾟﾝﾀｹ科 ｽｯﾎﾟﾝﾀｹ Phallus impudicus ●

204 　ｼﾛｷｸﾗｹﾞ目 ｼﾛｷｸﾗｹﾞ科 ﾊﾅﾋﾞﾗﾆｶﾜﾀｹ Tremella foliacea

205 ｸﾛﾊﾅﾋﾞﾗﾆｶﾜﾀｹ Tremella fimbriata

206 ｺｶﾞﾈﾆｶﾜﾀｹ Tremella mesenterica ●

207 　ｷｸﾗｹﾞ目 ｷｸﾗｹﾞ科 ｱﾗｹﾞｷｸﾗｹﾞ Auricularia polytricha ● ●

208 ﾋﾒｷｸﾗｹﾞ科 ﾋﾒｷｸﾗｹﾞ Exidia glandulosa ● ● ● ● ●

209 ﾀﾏｷｸﾗｹﾞ Exidia uvapassa ● ●

210 ﾆｶﾜﾊﾘﾀｹ Pseudohydnum gelatinosum

211 　ｱｶｷｸﾗｹﾞ目 ｱｶｷｸﾗｹﾞ科 ﾂﾉﾌﾉﾘﾀｹ Calocera cornea ● ● ●

212 ﾆｶﾜﾎｳｷﾀｹ Calocera viscosa

213 子嚢菌 ﾃﾝｸﾞﾉﾒｼｶﾞｲ科 ｶﾍﾞﾝﾀｹﾓﾄﾞｷ Neolecta irregularis ●

214 　ｽﾞｷﾝﾀｹ目 ﾏﾂﾊﾞｼｬﾓｼﾞﾀｹ Microglossum viride

215 ｷﾝｶｸｷﾝ科 和名なし Stromatinia cryptomeriae ●

216 ﾂﾊﾞｷｷﾝｶｸﾁｬﾜﾝﾀｹ Ciborinia camelliae ●

217 ﾆｾｷﾝｶｸｱｶﾋﾞｮｳﾀｹ Dicephalospora rufocernea ● ●

218 ﾑﾗｻｷｺﾞﾑﾀｹ Ascocoryne cylichnium ● ●

219 ｸﾛﾊﾅﾋﾞﾗﾀｹ Ionomidotis frondosa ● ●

220 ﾛｸｼｮｳｸﾞｻﾚｷﾝ Chlorociboria aeruginosa

221 ﾛｸｼｮｳｸﾞｻﾚｷﾝﾓﾄﾞｷ Chlorociboria aeruginascens ● ● ● ● ●

222 ﾓｴｷﾞﾋﾞｮｳﾀｹ Bisporella sulfurina ● ● ●

223 ﾋﾞｮｳﾀｹ Bisporella citrina ● ●

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、調査毎の合計には種数として計上していない。

No. 分類群 科名 種名 学名

平成17年 平成18年
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表 7-10-9(5) 菌類の確認種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7-10-9(6) 菌類の確認種 

 

 

調査年

調査月 4 5 6 6 7 7 8 8 9 9

調査日 26 24 5 19 3 25 2 22 5 28

1 担子菌亜門 ﾋﾗﾀｹ科 ｷﾋﾗﾀｹ Phyllotopsis nidulans ●

2 　ﾊﾗﾀｹ目 ﾋﾗﾀｹ Pleurotus ostreatus

3 ｳｽﾋﾗﾀｹ Pleurotus pulmonarius ● ● ●

4 ｷｼﾒｼﾞ科 ｵｵｷﾂﾈﾀｹ Laccaria bicolor

5 ｷﾂﾈﾀｹ Laccaria laccata

6 ｶﾚﾊﾞｷﾂﾈﾀｹ Laccaria vinaceoavellanea ●

7 ｶﾔﾀｹ Clitocybe gibba ●

8 ﾔﾄﾞﾘｷﾞｲﾇｼﾒｼﾞ Clitocybe eccentrica

9 ｻﾏﾂﾓﾄﾞｷ Tricholomopsis rutilans ● ●

10 ﾐﾈｼﾒｼﾞ Tricholoma saponaceum

11 ﾅﾗﾀｹ Armillariella mellea ssp. nipponica ● ●

12 ﾋﾅﾉﾋｶﾞｻ Gerronema fibula ●

13 ﾋﾒｷｼﾒｼﾞ Callistosporium luteoolivaceum ● ● ● ● ●

14 ｽｷﾞﾋﾗﾀｹ Pleurocybella porrigens ●

15 ｴｾｵﾘﾐｷ Collybia butyracea ● ●

16 ﾓﾘﾉｶﾚﾊﾞﾀｹ Collybia dryophila ●

17 ｱﾏﾀｹ Collybia confluens ●

18 ﾜｻﾋﾞｶﾚﾊﾞﾀｹ Collybia peronata ●

19 ﾋﾒﾑｷﾀｹ Hohenbuehelia reniformis ●

20 ﾜｻﾋﾞﾀｹ Panellus stypticus ●

21 ﾇﾒﾘﾂﾊﾞﾀｹ Oudemansiella mucida ●

22 ﾋﾛﾋﾀﾞﾀｹ Oudemansiella platyphylla ● ●

23 ｽｷﾞｴﾀﾞﾀｹ Strobilurus ohshimae

24 ﾏﾂｶｻｷﾉｺﾓﾄﾞｷ Strobilurus stephanocystis

25 ﾊﾅｵﾁﾊﾞﾀｹ Marasmius pulcherripes ● ● ●

26 ﾔﾏｳﾊﾞﾉｶﾐﾉｹﾀｹ Marasmius sp. ● ● ● ●

27 ﾋﾉｷｵﾁﾊﾞﾀｹ Marasmiellus chamaecyparidis ● ● ●

28 ｱｼｸﾞﾛﾎｳﾗｲﾀｹ Marasmiellus nigripes ●

29 ｸﾇｷﾞﾀｹ Mycena galericulata ●

30 ｱｼﾅｶﾞﾀｹ Mycena polygramma

31 ﾁｼｵﾀｹ Mycena haematopoda ● ●

32 ｻｸﾗﾀｹ Mycena pura ● ● ●

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、これらの種は調査毎の合計に種数として計上していない。

平成18年

No. 分類群 科名 種名 学名

調査年

調査月 7 10 10 10 11 11 2 2 3 3 4

調査日 28 7 17 24 4 21 2 21 7 24 14

224 子嚢菌 ｸﾛﾁｬﾜﾝﾀｹ科 ｴﾂｷｸﾛｺｯﾌﾟﾀｹ Urnula craterium

225 　ﾁｬﾜﾝﾀｹ目 ｵｵｺﾞﾑﾀｹ Galiella celebica ● ●

226 ﾉﾎﾞﾘﾘｭｳﾀｹ科 ﾅｶﾞｴﾉﾁｬﾜﾝﾀｹ Helvella macropus var. macropus ●

227 ｵｵｼﾄﾈﾀｹ Discina parma

228 ﾋﾟﾛﾈﾏｷﾝ科 ｱﾗｹﾞｺﾍﾞﾆﾁｬﾜﾝﾀｹ Scutellinia scutellata

229 　ﾊﾞｯｶｸｷﾝ目 ﾊﾞｯｶｸｷﾝ科 ﾇﾒﾘﾀﾝﾎﾟﾀｹ Cordyceps canadensis ●

230 ｶﾒﾑｼﾀｹ Cordyceps nutans

231 ｵｵｾﾐﾀｹ Cordyceps heteropoda

232 　ﾆｸｻﾞｷﾝ目 ﾋﾎﾟﾐｹｽｷﾝ科 ﾀｹﾘﾀｹ Hypomyces sp.

233 　ｸﾛｻｲﾜｲﾀｹ目 ｸﾛｻｲﾜｲﾀｹ科 ｸﾛｺﾌﾞﾀｹ Hypoxylon truncatum

234 ﾏﾒｻﾞﾔﾀｹ Xylaria polymorpha ●

235 ﾎｿﾂｸｼﾀｹ Xylaria carpophila

14 31 25 36 27 15 10 5 12 7 9

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、調査毎の合計には種数として計上していない。

合計　14目50科235種

No. 分類群 科名 種名 学名

平成17年 平成18年
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表 7-10-9(7) 菌類の確認種 

 調査年

調査月 4 5 6 6 7 7 8 8 9 9

調査日 26 24 5 19 3 25 2 22 5 28

33 担子菌亜門 ｷｼﾒｼﾞ科 ｱｸﾆｵｲﾀｹ Mycena stipata ●

34 　ﾊﾗﾀｹ目 ﾋﾒｶﾊﾞｲﾛﾀｹ Xeromphalina campanella ● ● ●

35 ｴﾉｷﾀｹ Flammulina velutipes

36 ﾀﾞｲﾀﾞｲｶﾞｻ Cyptotrama asprata ●

37 ﾃﾝｸﾞﾀｹ科 ﾋﾒｺﾅｶﾌﾞﾘﾂﾙﾀｹ Amanita farinosa ●

38 ﾊｲｶｸﾞﾗﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita sinensis ●

39 ﾃﾝｸﾞﾀｹﾀﾞﾏｼ Amanita sychnopyramis f. subannulata ●

40 ﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita pantherina ●

41 ﾂﾙﾀｹ Amanita vaginata ● ● ● ●

42 ｶﾊﾞｲﾛﾂﾙﾀｹ Amanita fulva ●

43 ﾀﾏｺﾞﾀｹ Amanita hemibapha

44 ｸﾛｺﾀﾏｺﾞﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita citrina var. grisea ● ●

45 ﾄﾞｸﾂﾙﾀｹ Amanita virosa ● ●

46 ｺﾃﾝｸﾞﾀｹﾓﾄﾞｷ Amanita pseudoporphyria ● ● ● ●

47 ﾌｸﾛﾂﾙﾀｹ Amanita volvata ● ● ●

48 ｼﾛﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita neoovoidea

49 ｶﾞﾝﾀｹ Amanita rubescens ●

50 ﾍﾋﾞｷﾉｺﾓﾄﾞｷ Amanita spissacea ●

51 ｺﾄﾋﾗｼﾛﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita  kotohiraensis ● ●

52 ｶﾌﾞﾗﾃﾝｸﾞﾀｹ Amanita gymnopus

53 ﾀﾏｼﾛｵﾆﾀｹ Amanita abrupta ●

54 ｳﾗﾍﾞﾆｶﾞｻ科 ｳﾗﾍﾞﾆｶﾞｻ Pluteus atricapillus ● ● ● ●

55 ﾋﾒﾍﾞﾆﾋﾀﾞﾀｹ Pluteus nanus

56 ﾊﾗﾀｹ科 ﾏﾝﾄｶﾗｶｻﾀｹ Macrolepiota sp. ●

57 ｶﾗｶｻﾀｹ Macrolepiota procera ●

58 ﾜﾀｶﾗｶｻﾀｹ Lepiota clypeolaria ●

59 ｸﾛﾋﾒｵﾆﾀｹ Cystoagaricus strobilomyces ●

60 ﾋﾄﾖﾀｹ科 ﾋﾄﾖﾀｹ Coprinus atramentarius ●

61 ｷﾗﾗﾀｹ Coprinus micaceus

62 ｲﾇｾﾝﾎﾞﾝﾀｹ Coprinus disseminatus ● ●

63 ｲﾀﾁﾀｹ Psathyrella candolliana ● ● ● ● ● ● ●

64 ﾊｺﾞﾛﾓｲﾀﾁﾀｹ Psathyrella delineata

65 ﾑｻｻﾋﾞﾀｹ Psathyrella piluliformis

66 ﾑｼﾞﾅﾀｹ Psathyrella velutina ●

67 ｵｷﾅﾀｹ科 ﾌﾐﾂﾞｷﾀｹ Agrocybe praecox ● ● ●

68 ﾂﾁﾅﾒｺ Agrocybe erebia ● ● ● ● ● ● ●

69 ｺｶﾞｻﾀｹ Conocybe tenera ● ●

70 ﾓｴｷﾞﾀｹ科 ﾓｴｷﾞﾀｹ Stropharia aeruginosa

71 ﾆｶﾞｸﾘﾀｹ Naematoloma fasciculare ● ●

72 ｾﾝﾎﾞﾝｲﾁﾒｶﾞｻ Kuehneromyces mutabilis

73 ﾌｳｾﾝﾀｹ科 ｷｲﾛｱｾﾀｹ Inocybe lutea ●

74 ｳｽﾑﾗｻｷﾌｳｾﾝﾀｹ Cortinarius subalboviolaceus ● ●

75 ﾑﾗｻｷﾌｳｾﾝﾀｹ Cortinarius violaceus ● ●

76 ﾁｬﾂﾑﾀｹ Gymnopilus liquiritiae ● ● ● ●

77 ｹｺｶﾞｻﾀｹ Galerina vittaeformis

78 ﾁｬﾋﾗﾀｹ科 ｸﾘｹﾞﾉﾁｬﾋﾗﾀｹ Crepidotos badiofloccosus

79 ｲｯﾎﾟﾝｼﾒｼﾞ科 ｱｶｲﾎﾞｶｻﾀｹ Entoloma quadratum ● ● ● ● ●

80 ｼﾛｲﾎﾞｶｻﾀｹ Entoloma murraii ● ●

81 ﾐｲﾉﾓﾐｳﾗﾓﾄﾞｷ Entoloma staurosporum

82 ﾄｶﾞﾘｳﾗﾍﾞﾆﾀｹ Entoloma acutoconicus ●

83 ｺﾝｲﾛｲｯﾎﾟﾝｼﾒｼﾞ Entoloma cyanonigrum ●

84 ｸｻｳﾗﾍﾞﾆﾀｹ Entoloma rhodopolium

85 ﾋﾀﾞﾊﾀｹ科 ﾆﾜﾀｹ Paxillus atrotomentosus ● ●

86 ｻｹﾊﾞﾀｹ Paxillus curtisii

87 ｵｳｷﾞﾀｹ科 ｵｳｷﾞﾀｹ Gomphidius roseus

88 ｲｸﾞﾁ科 ｸﾘｲﾛｲｸﾞﾁ Gyroporus castaneus ●

89 ｱﾐﾀｹ Suillus granulatus ●

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、これらの種は調査毎の合計に種数として計上していない。

平成18年
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表 7-10-9(8) 菌類の確認種 

 調査年

調査月 4 5 6 6 7 7 8 8 9 9

調査日 26 24 5 19 3 25 2 22 5 28

90 担子菌亜門 ｲｸﾞﾁ科 ﾋﾒﾇﾒﾘｲｸﾞﾁ Suillus viscidipes

91 　ﾊﾗﾀｹ目 ｷﾋﾀﾞﾀｹ Phylloporus bellus ● ● ● ●

92 ｲﾛｶﾞﾜﾘｷﾋﾀﾞﾀｹ Phylloporus bellus var. cyanescens ●

93 ｸﾛｱｻﾞｱﾜﾀｹ Xerocomus nigromaculatus ● ● ● ●

94 ｷｲﾛｲｸﾞﾁ Pulveroboletus revenelii ● ● ●

95 ﾊﾅｶﾞｻｲｸﾞﾁ Pulveroboletus auriflammeus ●

96 ﾋﾒｳｸﾞｲｽｲｸﾞﾁ Pulveroboletus viridis ●

97 ﾇﾒﾘｺｳｼﾞﾀｹ Aureoboletus thibetanus ●

98 ﾔﾏﾄﾞﾘﾀｹﾓﾄﾞｷ Boletus reticulatus ●

99 ｵｵﾐﾉｸﾛｱﾜﾀｹ Boletus griseus var. fuscus ● ●

100 ｺｶﾞﾈﾔﾏﾄﾞﾘ Boletus auripes ●

101 ｷｱﾐｱｼｲｸﾞﾁ Boletus ornatipes ●

102 ﾂﾌﾞｴﾉｳﾗﾍﾞﾆｲｸﾞﾁ Boletus granulopunctatus ●

103 ﾅｶﾞｴﾉｳﾗﾍﾞﾆｲｸﾞﾁ Boletus puericinus ●

104 ﾎｵﾍﾞﾆｼﾛｱｼｲｸﾞﾁ Tylopilus valens ● ●

105 ﾌﾞﾄﾞｳﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus vinosobrunneus ● ● ●

106 ﾇﾒﾘﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus castaneiceps

107 ﾆｶﾞｲｸﾞﾁﾓﾄﾞｷ Tylopilus neofelleus

108 ｺﾋﾞﾁｬﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus otsuensis ●

109 ｳﾗｸﾞﾛﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus eximius ●

110 ｺｳﾗｸﾞﾛﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus eximinus var. nanus ●

111 ｷﾆｶﾞｲｸﾞﾁ Tylopilus ballouii ● ●

112 ｱｶﾔﾏﾄﾞﾘ Leccinum extremiorientale ●

113 ｵﾆｲｸﾞﾁ科 ｷｸﾊﾞﾅｲｸﾞﾁ Boletellus emodensis ●

114 ｾｲﾀｶｲｸﾞﾁ Boletellus russellii ●

115 ｱﾔﾒｲｸﾞﾁ Boletellus chrysenteroides ● ●

116 ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｲｸﾞﾁ Boletellus obscurecoccineus ●

117 ｱｼﾅｶﾞｲｸﾞﾁ Boletellus elatus ●

118 ﾍﾞﾆｲｸﾞﾁ Heimiella japonica ● ●

119 ﾍﾞﾆﾀｹ科 ｱｶｶﾊﾞｲﾛﾀｹ Russula compacta ●

120 ｲﾛｶﾞﾜﾘｼﾛﾊﾂ Russula metachroa ● ●

121 ｳｺﾝﾊﾂ Russula flavida ●

122 ｵｷﾅｸｻﾊﾂ Russula senecis ●

123 ｸｻﾊﾂﾓﾄﾞｷ Russula laurocerasi ●

124 ｹｼｮｳﾊﾂ Russula violeipes ● ●

125 ﾁｷﾞﾚﾊﾂﾀｹ Russula vesca ● ● ● ●

126 ﾂｷﾞﾊｷﾞﾊﾂ Russula eburneoareolata

127 ﾄﾞｸﾍﾞﾆﾀｹ Russula emetica ●

128 ﾄﾞｸﾍﾞﾆﾀﾞﾏｼ Russula neoemetica ● ●

129 ﾋﾅﾍﾞﾆﾀｹ Russula kansaiensis ●

130 ﾋﾋﾞﾜﾚｼﾛﾊﾂ Russula alboareolata ● ●

131 ﾔﾌﾞﾚﾍﾞﾆﾀｹ Russula lepida

132 ｷﾁﾁﾀｹ Lactarius chrysorrheus ●

133 ﾁﾁﾀｹ Lactarius volemus ● ●

134 ﾁｮｳｼﾞﾁﾁﾀｹ Lactarius quietus ● ●

135 ﾆｾﾋﾒﾁﾁﾀｹ Lactarius camphoratus ●

136 ﾋﾛﾊｳｽｽﾞﾐﾁﾁﾀｹ Lactarius subplinthogalus ● ● ● ●

137 ﾊﾂﾀｹ Lactarius hatsudake

138 　ﾋﾀﾞﾅｼﾀｹ目 ｽｴﾋﾛﾀｹ科 ｽｴﾋﾛﾀｹ Schizophyllum commune

139 ｱﾝｽﾞﾀｹ科 ｱﾝｽﾞﾀｹ Cantharellus cibarius ●

140 ﾋﾅｱﾝｽﾞﾀｹ Cantharellus minor ●

141 ﾄｷｲﾛﾗｯﾊﾟﾀｹ Cantharellus luteocomus ●

142 ｼﾛｿｳﾒﾝﾀｹ科 ﾅｷﾞﾅﾀﾀｹ Ramariopsis fusiformis ●

143 ﾌｻﾋﾒﾎｳｷﾀｹ科 ﾌｻﾋﾒﾎｳｷﾀｹ Clavicorona pyxidata ● ●

144 ｳﾛｺﾀｹ科 ﾁｬｳﾛｺﾀｹ Stereum ostrea

145 ﾁｳﾛｺﾀｹ Stereum gausapatum

146 ｼﾐﾀﾞｼｶﾀｳﾛｺﾀｹ Stereum rugosum

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、これらの種は調査毎の合計に種数として計上していない。
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表 7-10-9(9) 菌類の確認種 

 調査年

調査月 4 5 6 6 7 7 8 8 9 9

調査日 26 24 5 19 3 25 2 22 5 28

147 担子菌亜門 ｳﾛｺﾀｹ科 ｷｳﾛｺﾀｹ Stereum hirsutum

148 　ﾋﾀﾞﾅｼﾀｹ目 ﾓﾐｼﾞｳﾛｺﾀｹ Xylobolus spectabilis

149 ｶﾐｺｳﾔｸﾀｹ Phlebiopsis gigantea

150 ｲﾄﾞﾀｹ科 ｷｼﾜﾀｹ Pseudmerulius aureus ●

151 ｺｳﾔｸﾀｹ科 ｶﾀｺﾒﾊﾞﾀｹ Phlebia queletii

152 ｳｽｷｲﾛｶﾜﾀｹ Phanerochaete sordida

153 ｴﾋﾞｺｳﾔｸﾀｹ Cylindrobasidium evolvens

154 ｻｶﾞﾘﾊﾘﾀｹ Radulodon copelandii ●

155 ﾁﾁﾞﾚﾀｹ Plicaturopsis crispa

156 ﾗｸﾉｸﾗｼﾞｳﾑ科 ﾆｵｲｳﾛｺﾀｹ Scytinostroma odoratum

157 ｼﾜﾀｹ科 ｼﾜﾀｹ Phlebia tremellosa

158 ﾀﾁｳﾛｺﾀｹ科 ﾊﾅｳﾛｺﾀｹ Stereopsis burtianum ● ●

159 ｶﾉｼﾀ科 ｶﾉｼﾀ Hydnum repandum

160 ｼﾛｶﾉｼﾀ Hydnum repandum var. album

161 ｲﾎﾞﾀｹ科 ﾎﾞﾀﾝｲﾎﾞﾀｹ Thelephora aurantiotincta ● ● ●

162 ﾓﾐｼﾞﾀｹ Thelephora palmata ● ●

163 ﾆﾝｷﾞｮｳﾀｹﾓﾄﾞｷ科 ﾆﾝｷﾞｮｳﾀｹ Albatrellus confluens

164 ｻﾙﾉｺｼｶｹ科 ﾊﾁﾉｽﾀｹ Polyporus alveolarius ●

165 ｱﾐｽｷﾞﾀｹ Polyporus arcularius ●

166 ｷｱｼｸﾞﾛﾀｹ Polyporus varius

167 ﾂﾔｳﾁﾜﾀｹ Microporus vernicipes

168 ﾋﾄｸﾁﾀｹ Cryptoporus volvatus

169 ｵｼﾛｲﾀｹ Oligoporus tephroleucus ● ●

170 ｼﾐﾀｹ Oligoporus flagilis

171 ｱｵｿﾞﾒﾀｹ Oligoporus caesius ● ●

172 ﾇﾙﾃﾞﾀｹ Porodisculus pendulus

173 ﾆｯｹｲﾀｹ Coltricia cinnamomea

174 ﾋｲﾛﾀｹ Pycnoporus coccineus

175 ﾋﾛﾊﾉｷｶｲｶﾞﾗﾀｹ Gloeophyllum subferrugineum

176 ﾎｳﾛｸﾀｹ Daedalea dickinsii

177 ｸｼﾞﾗﾀｹ Trametes orientalis

178 ｶﾜﾗﾀｹ Trametes versicolor

179 ﾆｸｳｽﾊﾞﾀｹ Antrodiella zonata

180 ｼｯｸｲﾀｹ Antrodiella gypsea

181 ｶｲｶﾞﾗﾀｹ Lenzites betulinus

182 ﾚﾝｶﾞﾀｹ Heterobasidion insularis

183 ｼﾊｲﾀｹ Trichaptum abietinum

184 ﾊｶﾜﾗﾀｹ Trichaptum biforme

185 ﾔｹｲﾛﾀｹ Bjerkandera adusta

186 ｴｺﾞﾉｷﾀｹ Daedaleopsis styracina

187 ﾐｲﾛｱﾐﾀｹ Daedaleopsis purpurea

188 ﾁｬｶｲｶﾞﾗﾀｹ Daedaleopsis tricolor

189 ﾂｶﾞｻﾙﾉｺｼｶｹ Fomitopsis pinicola

190 ﾎｳﾈﾝﾀｹ Loweporus pubertatis

191 ｱﾅﾀｹ Hyphodontia flavipora

192 ﾋﾒｼﾛｶｲﾒﾝﾀｹ Oxyporus cuneatus

193 ﾏﾝﾈﾝﾀｹ科 ﾏﾝﾈﾝﾀｹ Ganoderma lucidum

194 ﾀﾊﾞｺｳﾛｺﾀｹ科 ｻｼﾞﾀｹ Onnia scaura

195 ｺｶﾞﾈｳｽﾊﾞﾀｹ Hydnochaete tabacinoides

196 　ﾆｾｼｮｳﾛ目 ﾆｾｼｮｳﾛ科 ｳｽｷﾆｾｼｮｳﾛ Scleoderma flavidum ●

197 　ｹｼﾎﾞｳｽﾞﾀｹ目 ｸﾁﾍﾞﾆﾀｹ科 ｸﾁﾍﾞﾆﾀｹ Calostoma japonicum ●

198 　ﾎｺﾘﾀｹ目 ﾋﾒﾂﾁｸﾞﾘ科 ﾌｸﾛﾂﾁｶﾞｷ Geastrum saccatum

199 ﾋﾅﾂﾁｶﾞｷ Geastrum mirabile

200 ﾎｺﾘﾀｹ科 ﾉｳﾀｹ Calvatia craniiformis

201 ﾎｺﾘﾀｹ Lycoperdon perlatum ● ● ●

202 　ｽｯﾎﾟﾝﾀｹ目 ｱｶｶｺﾞﾀｹ科 ｻﾝｺﾀｹ Pseudocolus schellenbergiae ● ●

203 ｽｯﾎﾟﾝﾀｹ科 ｽｯﾎﾟﾝﾀｹ Phallus impudicus

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、これらの種は調査毎の合計に種数として計上していない。

No. 分類群 科名 種名 学名
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表 7-10-9(10) 菌類の確認種 

 調査年

調査月 4 5 6 6 7 7 8 8 9 9

調査日 26 24 5 19 3 25 2 22 5 28

204 担子菌亜門 ｼﾛｷｸﾗｹﾞ科 ﾊﾅﾋﾞﾗﾆｶﾜﾀｹ Tremella foliacea ●

205 　ｼﾛｷｸﾗｹﾞ目 ｸﾛﾊﾅﾋﾞﾗﾆｶﾜﾀｹ Tremella fimbriata ● ●

206 ｺｶﾞﾈﾆｶﾜﾀｹ Tremella mesenterica

207 　ｷｸﾗｹﾞ目 ｷｸﾗｹﾞ科 ｱﾗｹﾞｷｸﾗｹﾞ Auricularia polytricha ● ●

208 ﾋﾒｷｸﾗｹﾞ科 ﾋﾒｷｸﾗｹﾞ Exidia glandulosa ● ●

209 ﾀﾏｷｸﾗｹﾞ Exidia uvapassa

210 ﾆｶﾜﾊﾘﾀｹ Pseudohydnum gelatinosum ●

211 　ｱｶｷｸﾗｹﾞ目 ｱｶｷｸﾗｹﾞ科 ﾂﾉﾌﾉﾘﾀｹ Calocera cornea ● ● ●

212 ﾆｶﾜﾎｳｷﾀｹ Calocera viscosa ●

213 子嚢菌 ﾃﾝｸﾞﾉﾒｼｶﾞｲ科 ｶﾍﾞﾝﾀｹﾓﾄﾞｷ Neolecta irregularis

214 　ｽﾞｷﾝﾀｹ目 ﾏﾂﾊﾞｼｬﾓｼﾞﾀｹ Microglossum viride ●

215 ｷﾝｶｸｷﾝ科 和名なし Stromatinia cryptomeriae

216 ﾂﾊﾞｷｷﾝｶｸﾁｬﾜﾝﾀｹ Ciborinia camelliae ●

217 ﾆｾｷﾝｶｸｱｶﾋﾞｮｳﾀｹ Dicephalospora rufocernea ● ● ● ●

218 ﾑﾗｻｷｺﾞﾑﾀｹ Ascocoryne cylichnium

219 ｸﾛﾊﾅﾋﾞﾗﾀｹ Ionomidotis frondosa ● ● ●

220 ﾛｸｼｮｳｸﾞｻﾚｷﾝ Chlorociboria aeruginosa ●

221 ﾛｸｼｮｳｸﾞｻﾚｷﾝﾓﾄﾞｷ Chlorociboria aeruginascens ●

222 ﾓｴｷﾞﾋﾞｮｳﾀｹ Bisporella sulfurina

223 ﾋﾞｮｳﾀｹ Bisporella citrina

224 　ﾁｬﾜﾝﾀｹ目 ｸﾛﾁｬﾜﾝﾀｹ科 ｴﾂｷｸﾛｺｯﾌﾟﾀｹ Urnula craterium ●

225 ｵｵｺﾞﾑﾀｹ Galiella celebica ● ● ●

226 ﾉﾎﾞﾘﾘｭｳﾀｹ科 ﾅｶﾞｴﾉﾁｬﾜﾝﾀｹ Helvella macropus var. macropus ●

227 ｵｵｼﾄﾈﾀｹ Discina parma ●

228 ﾋﾟﾛﾈﾏｷﾝ科 ｱﾗｹﾞｺﾍﾞﾆﾁｬﾜﾝﾀｹ Scutellinia scutellata ● ● ● ●

229 子嚢菌 ﾊﾞｯｶｸｷﾝ科 ﾇﾒﾘﾀﾝﾎﾟﾀｹ Cordyceps canadensis

230 　ﾊﾞｯｶｸｷﾝ目 ｶﾒﾑｼﾀｹ Cordyceps nutans ●

231 ｵｵｾﾐﾀｹ Cordyceps heteropoda ●

232 　ﾆｸｻﾞｷﾝ目 ﾋﾎﾟﾐｹｽｷﾝ科 ﾀｹﾘﾀｹ Hypomyces sp. ● ● ●

233 　ｸﾛｻｲﾜｲﾀｹ目 ｸﾛｻｲﾜｲﾀｹ科 ｸﾛｺﾌﾞﾀｹ Hypoxylon truncatum ● ●

234 ﾏﾒｻﾞﾔﾀｹ Xylaria polymorpha

235 ﾎｿﾂｸｼﾀｹ Xylaria carpophila ● ●

9 13 17 17 31 37 35 44 38 27

注）1.確認種の確認年月については、発生してまもなく腐敗して姿形のなくなる軟質菌は表示しているが、発生して数ヶ月から一年以上その姿形が

  　　保たれる硬質菌（ウロコタケ科、コウヤクタケ科、サルノコシカケ科等の一部）は何時が最盛期か不明のため表示していない。

　　　また、これらの種は調査毎の合計に種数として計上していない。

合計　14目50科235種

No. 分類群 科名 種名 学名

平成18年
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7.10.3 重要種（植物） 

現地調査で確認された植物について、表 7-10-10 に示す選定基準に従い、重要種の選

定を行った。 

その結果、シダ植物 1 種、種子植物 3 種、蘚類 4 種、菌類 4 種が選定され、苔類及び

地衣類、藻類における重要種は選定されなかった。また、既存資料「広島市の生物（広

島市，2000）」、「第 3 回自然環境保全基礎調査（環境庁，1988）」によれば、事業計画地

及びその周辺では学術上重要とされる植物の分布は確認されていない。 

選定した重要種一覧は表 7-10-11 に示すとおりである。事業計画地及びその周辺にお

ける重要種の確認位置を、シダ植物及び種子植物は図 7-10-6 に、蘚類は図 7-10-7 に、

菌類は図 7-10-8 にそれぞれ示す。 
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表 7-10-10 重要種（植物）の選定基準 

ⅰ 

「文化財保護法」および「文化財保護条例」による指定種 

特：国指定特別天然記念物 

国：国指定天然記念物 

県：県指定天然記念物 

ⅱ 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」における希少野生動植物種 

１：国内希少野生動植物種 

２：国際希少野生動植物種 

３：緊急指定種 

ⅲ 

・「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－8 植物Ⅰ(維管束植物)（環境庁，

2000）」掲載種 

・「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－9 植物Ⅱ(維管束植物以外)（環境

庁，2000）」掲載種 

ＣＲ：絶滅危惧ⅠＡ類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い種） 

ＥＮ：  〃  ⅠＢ類（ⅠＡ類ほどではないが、近い将来における絶滅の危険性が高い種） 

ＶＵ：  〃  Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

ＮＴ：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生育条件の変化によっては｢絶滅危惧｣に移行す

る可能性のある種） 

ＤＤ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

ＬＰ：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立しており、絶滅のおそれが高い個体群） 

ⅳ 「第２回自然環境保全基礎調査（環境庁，1980）」における特定植物群落 

ⅴ 「第３回自然環境保全基礎調査（環境庁，1988）」における特定植物群落 

ⅵ 

「我が国における保護上重要な植物種の現状（レッドデータブック；我が国における保護上重要な植物種

及び群落に関する研究委員会 種分科会，1989）」掲載種 

Ｅx：絶滅（野生状態ではどこにも見当たらなくなったもの。栽培条件では生存しているものを含む） 

Ｅ ：絶滅寸前（人為の影響の如何にかかわらず、個体数が異常に減少し、放置すればやがて絶滅すると

推定される種） 

Ｖ ：危険（絶滅に向けて進行しているとみなされる種。今すぐ絶滅という危機に瀕するということはな

いが、現状では確実に絶滅の方向に向かっていると判断されるもの） 

Ｕ ：現状不明（危険性が高く実状がよく分からない種） 

ⅶ 
「植物群落レッドデータ・ブック（我が国における保護上重要な植物種および植物群落研究委員会 植物群

落分科会，1996）」により選定された群落 

ⅷ 

「改訂・広島県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブックひろしま 2003－（広島県，2004）」

における選定種 

ＣＲ＋ＥＮ：絶滅危惧Ⅰ類（絶滅の危機に瀕している種） 

ＶＵ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

ＮＴ：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種） 

ＤＤ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

ⅸ 

「広島県野生生物の種の保護に関する条例」に指定されている野生動植物種 

指定：指定野生生物種 

特定：特定野性生物種 

ⅹ 

「広島市の生物 補遺版（広島市，2006）」 

１：絶滅危惧（現在の状態をもたらす圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来に市域での

個体群の存続が危ぶまれる。） 

２：準絶滅危惧（現時点での危険度は小さいが、生育・生息条件の変化により上位ランクに移

行する可能性が高い。） 

３：軽度懸念（市域では、存続基盤が比較的安定している。） 

４：情報不足（希少な種であるが、市域での現状が不明である。） 

５：環境指標種（種（個体群）そのものは絶滅の危険性が大きいものではないが、その種（個

体群）に注目することによって、特異な環境，生物多様性，二次的自然等の観点から、重

要と判定される自然環境の維持に貢献しうる。） 

６：自然誌構成種（自然環境保全の対象として取り上げる要件を満たしていないが、広島市の自然

環境を理解するうえで重要と判断できるもの。） 
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表 7-10-11 重要種（植物）一覧表 

選定基準 

分類 科名 種名 

現

地

調

査

既

存

資

料

ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ ⅴ ⅵ ⅶ ⅷ ⅸ ⅹ

シダ植物 シノブ シノブ ● － － － － － － － － － － ５

種子植物 ウマノスズクサ ミヤコアオイ ● － － － － － － V － － － ６

 ラン エビネ ● － － － VU － － V － VU － ２

  キンラン ● － － － VU － － － － NT － ２

蘚類 ミズゴケ オオミズゴケ ● － － － CR＋EN － － － － NT － ５

 キセルゴケ クマノチョウジゴケ ● － － － － － － － － CR＋EN － ４

 イクビゴケ クマノゴケ ● － － － CR＋EN － － － － VU － １

 ハイヒモゴケ キヨスミイトゴケ ● － － － － － － － － － － ５

苔類 選定されず。 － － － － － － － － － － － －

地衣類 選定されず。 － － － － － － － － － － － －

藻類 選定されず。 － － － － － － － － － － － －

菌類 イッポンシメジ コンイロイッポンシメジ ● － － － － － － － － NT － －

 イグチ ヒメウグイスイグチ ● － － － － － － － － NT － ２

 オニイグチ アヤメイグチ ● － － － － － － － － NT － ２

  アシナガイグチ ● － － － － － － － － NT － ２

注）1.選定基準の詳細は、「表 7-10-10 重要種（植物）の選定基準」参照。 
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図 7-10-6 シダ植物及び種子植物 

重要種確認位置図 
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図 7-10-7 蘚類重要種確認位置図
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図 7-10-8 菌類重要種確認位置図 
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7.10.4 予測及び評価 

（1）予測及び評価の手順 

植物の予測手法の概要は、表 7-10-12 に、予測及び評価の手順は図 7-10-9 に示すとお

りである。 

 

表 7-10-12 植物の予測手法の概要 

内容 予測事項 予測地域 予測時期 予測方法 

工事の実施 
造成等の施
工による一
時的な影響 

工事による影
響が最大とな
る時期 

存在・供用 
最終処分場
の存在 

重要な植物の
生育環境の消
失・改変の程度

事業計画地周辺

埋立期間中から埋
立完了時 

現況調査結果等
に基づく予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-10-9 植物の予測及び評価のフロー図 

重要種の選定 

影響内容の抽出 

事業計画地 

予測対象種の抽出

工事の実施 
予測事項 
・生育地の消失又は改変 
・改変部付近の生育環境の変化 

存在・供用 
予測事項 
・生育地の消失又は改変 
・改変部付近の生育環境の変化 

影響が小さい 
又はある 

影響がない又は
きわめて小さい

環境保全措置の検討 

評価 
ミティゲーション
（回避・低減）が適
正になされているか
を評価する。 

環境保全措置の検討 

影響が小さい 
又はある 

影響がない又は
きわめて小さい
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（2）予測 

①予測対象種の抽出 

重要種に選定した植物種の生態的特徴から事業計画地及びその周辺における生育状況

の推定を行い、事業計画に伴い影響が考えられる種を予測対象として抽出した。 

その結果、種子植物 3 種、蘚類 2 種、菌類 3 種を予測対象とし、その一覧は表

7-10-13(1),(2)に示すとおりである。 
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表 7-10-13（1） 予測対象種の抽出及び影響要因 

調査結果 工事の実施 存在・供用
影響要因等 

 

 

 

 

 

種名 

現
地
調
査 

既
存
資
料 

生
育
地
の
消
失
又

は
改
変 

改
変
付
近
の
生
育

環
境
の
変
化 

生
育
地
の
消
失
又

は
改
変 

改
変
付
近
の
生
育

環
境
の
変
化 

生態的特徴 

事業計画地及び 

その周辺における 

生育状況の推定 

シ
ダ
植
物 

シノブ ● － － － － － 山林内の岩上や樹幹に着生す

る夏緑性のシダ。 

事業計画地外の斜面の岩上で、1箇

所の生育地が確認された。事業計画

地及びその周辺には、同様の環境は

他にも存在するが、生育地は少ない

ものと推定される。 

種
子
植
物 

ミヤコアオイ ● － ● － ● － 山地の林内に生育する常緑の

多年草。 

事業計画地及びその周辺に広く分

布し、主に谷部から斜面下部にかけ

て生育が確認された。本種は事業計

画地及びその周辺に広く分布して

いることから、多くの個体数が生育

しているものと推定される。 

 

エビネ ● － ● － ● － 落葉広葉樹林、常緑広葉樹林、

スギ植林地、竹林等の半日陰

の林床に生育する多年生のラ

ン。 

事業計画地内のスギ植林内で1箇所

の生育地が確認された。事業計画地

及びその周辺には、同様の環境は広

く存在するが、生育地は少ないもの

と推定される。 

 

キンラン ● － ● － ● － 山や丘陵地の疎林下に生育す

る多年生のラン。 

事業計画地内のスギ植林内で1箇所

の生育が確認された。事業計画地及

びその周辺には、同様の環境は広く

存在するが、生育地は少ないものと

推定される。 

蘚
類 

オオミズゴケ ● － － － － － 山地や丘陵地の花崗岩地帯の

湿った谷等に生育する。 

事業計画地外の谷部の細流付近で、

1箇所の生育地が確認された。事業

計画地及びその周辺には、同様の環

境は他にも存在するが、生育地は少

ないものと推定される。 

 
クマノチョウジ

ゴケ 

● － － － － － 自然度の高い森林中で、腐っ

た木の上に生育する。 

事業計画地外の谷部で、比較的湿潤

なスギ植林内の腐朽の進行した倒

木上に 1 箇所の生育地が確認され

た。事業計画地及びその周辺には、

同様の環境は他にも存在するが、生

育地は少ないものと推定される。 

 

クマノゴケ ● － ● ● ● ● 清澄な流水を抱く渓流沿いの

岩上に生育する渓流植物のひ

とつ。増水時に沈水するよう

な渓流岸あるいは水の滴るよ

うな渓流沿いの岩上に暗緑色

の塊状の群落を形成する。 

事業計画地内の渓流の岩上で数箇

所確認された。生育地は水の滴るよ

うな渓流沿いの岩上であった。事業

計画地及びその周辺には、同様の環

境は他にも存在し、本種も確認され

ているが、生育地は渓流沿いに限ら

れているものと推定される。 

 

キヨスミイトゴ

ケ 

● － ● － ● － 自然度の高い、比較的空中湿

度の高い渓谷の風通しのよい

場所にある灌木の樹幹あるい

は枝から長く糸状に伸びて懸

垂して生育する。 

事業計画地内の渓流付近で確認さ

れた。生育地は樹上で、枝から糸状

に垂れ下がっていた。事業計画地及

びその周辺には、同様な環境も存在

することから生育が推定される。 

注）1.予測対象となる植物種を    で示した。 
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表 7-10-13（2） 予測対象種の抽出及び影響要因 

調査結果 工事の実施 存在・供用 

影響要因等 

 

 

 

 

 

種名 

現
地
調
査 

既
存
資
料 

生
育
地
の
消
失
又

は
改
変 

改
変
付
近
の
生
育

環
境
の
変
化 

生
育
地
の
消
失
又

は
改
変 

改
変
付
近
の
生
育

環
境
の
変
化 

生態的特徴 

事業計画地及び 

その周辺における 

生育状況の推定 

苔
類 

選定されず。 － － － － － － － － 

地
衣
類 

選定されず。 － － － － － － － － 

藻
類 

選定されず。 － － － － － － － － 

菌
類 

コンイロイッポ

ンシメジ 

● － － － － － アカマツの混じった林内の地

上に生育する。 

事業計画地外のアカマツとコナラ

等が混生した林内で確認された。確

認位置周辺には、同様の植生は広く

存在しており、生育地はその周辺で

分布しているものと推定される。 

 

ヒメウグイスイグ

チ 

● － － ● － ● クヌギ・コナラ林、アカマツ・

コナラ林の地上に生育する。

事業計画地外のアカマツとコナラ

等の広葉樹が混生した林内で確認

された。確認位置周辺には、同様の

植生は広く存在しており、生育地は

その周辺で分布しているものと推

定される。 

 

アヤメイグチ ● － ● ● ● ● ミズナラ林、ブナ科樹種を混

生したアカマツ林の腐植上ま

たは腐朽木上に生育する。 

事業計画地内外のアカマツとコナ

ラ等の広葉樹が混生した林内で2回

の調査で確認された。確認位置周辺

には、同様の植生は広く存在してお

り、生育地はその周辺で分布してい

るものと推定される。 

 

アシナガイグチ ● － － ● － ● アカマツにコナラやシイ等の

混じった混生林、モミ・シイ

林、シイ・カシ林等の地上に

生育する。 

事業計画地外のアカマツとコナラ

等の広葉樹が混生した林内で確認

された。確認位置周辺には、同様の

植生は広く存在しており、生育地は

その周辺で分布しているものと推

定される。 

注）1.予測対象となる植物種を    で示した。 
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②工事の実施 

各種植物の予測結果は表 7-10-14～表 7-10-16 に示すとおりである。 

 

表 7-10-14 予測結果（種子植物：ミヤコアオイ、エビネ、キンラン） 

生 育 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 育 状 況

の推定 

・ミヤコアオイ：事業計画地及びその周辺に広く分布すると推定される。 

・エビネ、キンラン：事業計画地及びその周辺において、生育地は少ないものと推定される。 

生 育 環 境

の 質 的 変

化 

・ミヤコアオイの生育地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生育地の

一部を消失又は改変することになる。 

・エビネ、キンランの生育地は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生育地を消

失することになる。 

予測結果 

・生育地の消失又は改変 

◎ミヤコアオイ：本種の生育地の一部は改変区域（計画）内で確認されており、生育地の一

部を消失又は改変することになる。しかし、本種は事業計画地及びその周辺の広い範囲で

多く確認されており、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生育地の確認個体数を考慮

に入れると、消失又は改変される生育地の個体数は少なく、改変区域（現在）内及び事業

計画地外の生育地は存続されるため、本種に与える影響は小さいと予測される。 

◎エビネ、キンラン：両種の生育地は改変区域（計画）内の 1 箇所で確認されており、工事の

実施により両種の生育地を消失することになるため、両種の個体に影響があると予測され

る。専門家の助言を受けながら、移植等の実施について検討し、影響の低減を図ることで、

両種に与える影響は小さいと予測される。また、移植後の生育状況を把握するため、事後調

査を行う。 

注）種の保護のため、エビネ

及びキンランの確認位置は

公表しません。また、その他

の種の確認位置についても

分布エリアで図示します。

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    ミヤコアオイ 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生育地 
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表 7-10-15 予測結果（蘚類：クマノゴケ、キヨスミイトゴケ） 

生 育 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 育 状 況

の推定 

・クマノゴケ：事業計画地及びその周辺の渓流沿いに分布すると推定される。 

・キヨスミイトゴケ：事業計画地周辺の同じような環境の渓谷で生育していると推定される。 

生 育 環 境

の 質 的 変

化 

・クマノゴケの生育地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により生育地の一部

を消失又は改変することになる。 

・キヨスミイトゴケの生育地は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により生育地を消失

することになる。 

予測結果 

・生育地の消失又は改変 

◎クマノゴケ：本種の生育地は改変区域（計画）内の数箇所で確認されており、工事の実施

により本種の生育地の一部を消失又は改変することになる。専門家の助言によると移植等

の代償措置は困難であることから、実行可能な範囲で事業計画の見直しを行い、改変区域

（計画）内の生育地の一部（消滅面積の 30％程度）を存続することとした。 

◎キヨスミイトゴケ：本種は改変区域（計画）内の 1 箇所で確認された。本種は「広島市の

生物」によれば、環境指標種“種（個体群）そのものは絶滅の危険性が大きいものではな

いが、その種（個体群）に注目することによって、特異な環境、生物多様性、二次的自然

等の観点から、重要と判定される自然環境の維持に貢献しうる。”に位置付けされている。

しかし、本種の生育地は倒木が目立つ落葉広葉樹林の二次林であり、事業計画地周辺には

同様な環境も存在し、生育も推定されることから影響は小さいと予測される。 

・改変部付近の生育環境の変化 

◎クマノゴケ：改変区域（計画）外の生育地は、伐採等で林内環境が改変されることにより、

間接的に生育環境が変化することになる。生育環境の整備という観点から、改変区域にお

ける植栽可能な法面等には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、本種

の生育地に与える影響は小さいと予測される。 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生育地 

注）種の保護のため、クマノ

ゴケの確認位置は公表しま

せん。 
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表 7-10-16 予測結果（菌類：ヒメウグイスイグチ、アヤメイグチ、アシナガイグチ） 

生 育 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 育 状 況
の推定 

・ヒメウグイスイグチ、アヤメイグチ、アシナガイグチ：確認位置周辺には、同様の植生は広く

存在しており、生育地はその周辺で分布しているものと推定される。 

生 育 環 境
の 質 的 変
化 

・アヤメイグチの生育地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生育地の

一部を消失又は改変することになる。また、改変部付近の生育環境が間接的に変化することに

なる。 

・ヒメウグイスイグチ、アシナガイグチの生育地は事業計画地周辺にあるため、事業計画の実施

により、改変部付近の生育環境が間接的に変化することになる。 

予測結果 

・生育地の消失又は改変 

◎アヤメイグチ：本種は改変区域（計画）内で確認されており、工事の実施により本種の生

育地の一部を消失又は改変することになる。しかし、生育地周辺には同様の植生（コバノ

ミツバツツジ－アカマツ群落、コナラ－アベマキ群落）が存続されること、また、改変区

域（計画）外で確認された生育地が存続されることから、本種に与える影響は小さいと予

測される。 

・改変部付近の生育環境の変化 

◎ヒメウグイスイグチ、アヤメイグチ、アシナガイグチ：各種の生育地は事業計画地周辺に

あるため、伐採等で林内環境が改変されることにより、間接的に生育環境が変化すること

になる。しかし、生育地周辺には同様の植生（コバノミツバツツジ－アカマツ群落）が存

続されること、また、生育環境の整備という観点から、改変区域における植栽可能な法面

等には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、各種に与える影響は小さ

いと予測される。 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認範囲 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生育地 
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③存在・供用 

各種植物の予測結果は表 7-10-17～表 7-10-19 に示すとおりである。 

 

表 7-10-17 予測結果（種子植物：ミヤコアオイ、エビネ、キンラン） 

生 育 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 育 状 況

の推定 

・ミヤコアオイ：事業計画地及びその周辺に広く分布すると推定される。 

・エビネ、キンラン：事業計画地及びその周辺において、生育地は少ないものと推定される。 

生 育 環 境

の 質 的 変

化 

・ミヤコアオイの生育地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生育地の

一部を消失又は改変することになる。 

・エビネ、キンランの生育地は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生育地を消

失することになる。 

予測結果 

・生育地の消失又は改変 

◎ミヤコアオイ：処分場の存在・供用により本種の生育地の一部を消失又は改変することに

なるが、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生育地は存続されるため、本種に与える

影響は小さいと予測される。 

◎エビネ、キンラン：処分場の存在・供用により両種の生育地を消失することになるため、

両種の存続に影響があると予測される。専門家の助言を受けながら、移植等の実施につい

て検討し、影響の低減を図ることで、両種に与える影響は小さいと予測される。また、移

植後の生育状況を把握するため、事後調査を行う。 

注）種の保護のため、エビネ

及びキンランの確認位置は

公表しません。また、その他

の種の確認位置についても

分布エリアで図示します。

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

ミヤコアオイ 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生育地 
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表 7-10-18 予測結果（蘚類：クマノゴケ、キヨスミイトゴケ） 

生 育 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 育 状 況

の推定 

・クマノゴケ：事業計画地及びその周辺の渓流沿いに分布すると推定される。 

・キヨスミイトゴケ：事業計画地周辺の同じような環境の渓谷で生育していると推定される。 

生 育 環 境

の 質 的 変

化 

・クマノゴケの生育地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により生育地の一部

を消失又は改変することになる。 

・キヨスミイトゴケの生育地は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により生育地を消失

することになる。 

予測結果 

・生育地の消失又は改変 

◎クマノゴケ：処分場の存在・供用により本種の生育地の一部を消失又は改変することにな

る。専門家の助言によると移植等の代償措置は困難であることから、実行可能な範囲で事

業計画の見直しを行い、改変区域（計画）内の生育地の一部（消滅面積の 30％程度）を存

続することとした。 

◎キヨスミイトゴケ：本種は改変区域（計画）内の 1 箇所で確認された。本種は「広島市の

生物」によれば、環境指標種“種（個体群）そのものは絶滅の危険性が大きいものではな

いが、その種（個体群）に注目することによって、特異な環境、生物多様性、二次的自然

等の観点から、重要と判定される自然環境の維持に貢献しうる。”に位置付けされている。

しかし、本種の生育地は倒木が目立つ落葉広葉樹林の二次林であり、事業計画地周辺には

同様な環境も存在し、生育も推定されることから影響は小さいと予測される。 

・改変部付近の生育環境の変化 

◎クマノゴケ：改変区域（計画）外の生育地は存続されるが、生育環境の整備という観点か

ら、改変区域における植栽可能な法面等には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化

を施すため、本種の生育地に与える影響は小さいと予測される。 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生育地 

注）種の保護のため、クマノ

ゴケの確認位置は公表しま

せん。 
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表 7-10-19 予測結果（菌類：ヒメウグイスイグチ、アヤメイグチ、アシナガイグチ） 

生 育 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 育 状 況
の推定 

・ヒメウグイスイグチ、アヤメイグチ、アシナガイグチ：確認位置周辺には、同様の植生は広く

存在しており、生育地はその周辺で分布しているものと推定される。 

生 育 環 境
の 質 的 変
化 

・アヤメイグチの生育地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生育地の

一部を消失又は改変することになる。また、改変部付近の生育環境が間接的に変化することに

なる。 

・ヒメウグイスイグチ、アシナガイグチの生育地は事業計画地周辺にあるため、事業計画の実施

により、改変部付近の生育環境が間接的に変化することになる。 

予測結果 

・生育地の消失又は改変 

◎アヤメイグチ：処分場の存在・供用により本種の生育地の一部を消失又は改変することに

なるが、改変区域（計画）外の生育地は存続されるため、本種に与える影響は小さいと予

測される。 

・改変部付近の生育環境の変化 

◎ヒメウグイスイグチ、アヤメイグチ、アシナガイグチ：各種の生育地は事業計画地周辺に

あるため、生育環境の整備という観点から、改変区域における植栽可能な法面等には可能

な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、各種に与える影響は小さいと予測さ

れる。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認範囲 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生育地 
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（3）環境保全措置の検討 

予測の結果を踏まえ、工事の実施及び存在・供用に係る環境保全措置の検討を行った

結果は表 7-10-20 に示すとおりである。 

 

表 7-10-20 環境保全措置の検討結果 

 影響内容 環境保全措置 効果 対象種 

事業者は、事業計画に

より生育地が消失又は

改変するエビネ、キン

ランを周辺の山林の生

育適地に移植する。 

消失又は改変の影響を受け

る個体（及び着生木）の生育

適地への移植は、個体の保全

を図るものであり、その効果

が期待できる。 

エビネ（種子植物） 

キンラン（種子植物） 

生育地の消失

又は改変 

事業者は、事業計画を

見直し、消失又は改変

の影響を受けるクマノ

ゴケの生育地の一部

（消滅面積の 30％程

度）を存続させる。 

消失又は改変の影響を受け

る生育地を回避することは、

個体の保全を図るものであ

り、その効果が期待できる。

クマノゴケ（蘚類） 
工
事
の
実
施 

改変部付近の

生育環境の変

化 

事業者は、植栽可能な場所

に可能な限り木本類を含

めた在来種による緑化を

施す。 

改変の影響を受けることに

なる個体の生育地の周辺環

境を整備することは、個体の

保全を図るものであり、その

効果が期待できる。 

クマノゴケ（蘚類） 

ヒメウグイスイグチ（菌

類） 

アヤメイグチ（菌類） 

アシナガイグチ（菌類） 

事業者は、事業計画に

より生育地が消失又は

改変するエビネ、キン

ランを周辺の山林の生

育適地に移植する。 

消失又は改変の影響を受け

る個体（及び着生木）の生育

適地への移植は、個体の保全

を図るものであり、その効果

が期待できる。 

エビネ（種子植物） 

キンラン（種子植物） 

生育地の消失

又は改変 

事業者は、事業計画を

見直し、消失又は改変

の影響を受けるクマノ

ゴケの生育地の一部

（消滅面積の 30％程

度）を存続させる。 

消失又は改変の影響を受け

る生育地を回避することは、

個体の保全を図るものであ

り、その効果が期待できる。

クマノゴケ（蘚類） 
存
在
・
供
用 
改変部付近の

生育環境の変

化 

事業者は、植栽可能な場所

に可能な限り木本類を含

めた在来種による緑化を

施す。 

改変の影響を受けることに

なる個体の生育地の周辺環

境を整備することは、個体の

保全を図るものであり、その

効果が期待できる。 

クマノゴケ（蘚類） 

ヒメウグイスイグチ（菌

類） 

アヤメイグチ（菌類） 

アシナガイグチ（菌類） 

注）環境保全措置の実施に伴い生じるおそれのある新たな環境影響はないと考えられる。 
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（4）評価 

環境保全措置を実施することにより本事業による影響が回避・低減されているかを評

価した結果は表 7-10-21 に示すとおりである。 

 

表 7-10-21 評価結果 

種子植物 本事業が影響を及ぼすエビネ及びキンランは、事業者が環境保全措置を実施することか

ら、影響が小さくなると予測され、本事業に伴う両種への影響は低減されると考えられる。

また、移植後の生育状況を把握するため、事後調査を行う。 

ミヤコアオイは、改変区域（現在）及び事業計画地外の生育地が存続するため、本種の

生育は維持されるものと考えられる。 

蘚類 本事業が影響を及ぼす蘚類（クマノゴケ）は、事業者が環境保全措置を実施することか

ら、一部（消滅面積の 30％程度）の生育地を存続することとした。 

菌類 本事業が影響を及ぼすことになる菌類（ヒメウグイスイグチ、アヤメイグチ、アシナガ

イグチ）は、事業者が環境保全措置を実施することから、影響が小さくなると予測され、

本事業に伴う菌類への影響は低減されると考えられる。 
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